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伯章【杵築藩儒 綾部絅斎先生につき大庄屋 後藤宏生による物語り】

伯　章

　

　　　　　杵築藩儒 綾部絅斎先生につき

　　　　　大庄屋 後藤宏生による物語り

　

　　　　　　　　　　　　　　　綾部　敦




物語りのはじめに

　

　江戸時代、戦乱もおさまり徳川の将軍も四代から五代目に代わろうとする頃である。九州、豊後の国杵築藩三万二千石、松平家の家臣、綾部道弘の屋敷に産声があがった。男の子である。その子は進平と名づけられ、やがて元服して絅斎（けいさい）と号した。

　伯章とは、その綾部絅斎（一六七六～一七五〇）が使っていた字（あざな）の一つ。タイトルに「伯章」と題した、この全五話は、彼の生涯を記す物語りである。

　そもそも杵築藩には六つの手永があり、一つごとに大庄屋が置かれ、その範囲を差配する村々には各村庄屋が置かれた。その一つである小原手永は、杵築藩中最大の村数を抱える手永大庄屋で、後藤氏がそれらを統括していた。

　寛政八年（西暦で一七八六年）の春、国東郡小原村に位置する役宅ではすでに隠居した後藤宏生（ひろなり）が病に臥せりながら来客を待っていた。やがて六人の客が宏生の元を訪れた。宏生が長く付き合いをしてきた庄屋の面々や彼の友人達であった。やがて彼は友人達に口を開いた。




第一話

　

　ようこそご多忙の中おいでいただき、まず感謝申し上げます。

　さて今日は空も晴れわたり、だいぶ暖かくなり、気分もよく、体のほうもだいぶ癒えてきております。

　大変皆様にはご心配をおかけいたしましたが、かねてからのお話し、今日は十分にいたしたいと思っております。

　絅斎先生のことにつきましては、もっと早くに皆様にお話しをしなければならなかったのですが、時間の経つのは早いもので、そうこうするうちにわが身も年老いてしまいました。

　今日こうして皆様方とお会いする機会を得て、ようやく先生の話しができると思うと、何か胸の中に熱い物が流れてくるような気がいたします。

　それでは昼食、夕食ともに用意もいたすよう申しておりますので酒を酌み交わしながらごゆるりと私の話しを聞いていただきたいと思います。

　さて本題に入るまでに皆様にご説明したいことがございます。

　紙筆も用意いたしておりますので、どうぞお使いになられて記録などもとられていただければ尚有難いと思います。

　今から先生についてお話しする訳でございますが、何せその偉大な生涯を話す訳でございますので、なるべく落としのないように伝えなければなりませんので、これから五回に区切って、お話ししたいと思い、粗方まとめておりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

　あれは確か、ことし寛政八年からさかのぼること四十数年前の、寛延二年の春のことでした。

　お役目で藩邸に行く用事がありまして、その帰りに杵築の先生のお住まいに立ち寄らせていただきました。

　この頃はすでに隠居されて、先生のご長男である文右衛門様が家督を相続されていましたので、そのお姿は余生を送られているかのようで好きな和歌などに親しまれていました。

　これから一年後、先生は亡くなられ、もう四十八年の長い月日が流れてしまっています。　

　もうこんなに月日が経ってしまったのかと思いつつ、先生に会ったあの日のことが昨日のように思えて、いまも私の瞼には先生とお会いした日のお姿が焼きついております。

　私はご用の仕事を済ませてから、先生のお住まいがある南台に向かって足早に歩いていました。

　心が少し踊るような気持ちがあり、それは近年、しばらく先生のお顔を拝見していなかったこともあり、会いに行くことの嬉しさのようなものが込み上げていたような気がいたします。

　高台を上るともうそこに先生のお住まいがあって、かつて何度もくぐり抜けた懐かしい門を眺めながら先生をお呼びしたのです。

　先生は春うららかな日和の中、庭に出て梅の花にやって来たメジロを眺めながら私の声を受け止めていただけたのか、

「やあ、運平君ではありませんか。」

　と答えてくださいました。

　突然の私の訪れに驚いたのか、メジロは一声鳴くや梅の枝から飛び去って行きました。

　先生の静かな日常の生活に水を差しにやってきたような私の来訪ではありましたがそれでも先生はいつもの優しい眼差しで快く迎えてくださいました。

　もうこの時はだいぶお年もとられており、思えば一回り小さくなられていたような気がいたします。

　奥様が立てられたお茶をいただきましてから先生に誘われて二人で南台の八坂川が見える所まで散歩をいたしました。

　そして眺めの良い所まで来ると、足を留めてそこに腰を下ろし、しばらく川の流れを見ておられましたが、ふと一言私にこのようなことを尋ねられました。

「運平君、人の一生はあの川の流れのようなもの、海は間近に迫っております。やがて私も逝く人となるでしょう。これで良かったのでしょうかねえ。」

　この時先生の目から僅かの涙が滲んでいることに気がつきました。

　しかし先生は常に平静を保っておられ、心が乱れるようなことは微塵も感じられませんでしたが、この涙がどのような意味を含んでいたのか、後年、私は私なりに気にかかり考えさせられました。

　私の考えが果たして的を射ているかどうかは私自身もわかりませんが先生と永いお付き合いでしたもので、何か先生の想いが私の胸に去来してくるようで、ああ多分このような想いがあったに違いないと、このように思うわけでございます。

　先生は藩士として三代の藩主に仕えたことは皆様もご存知のことと思われます。

　若くして亡くなられた龍渓公様については後でまた詳しくお話ししますが、その後の藩主は親純公が藩主となられ、先生は郡宰として地方に出郷して農民の生活にあれこれと気を配られておりました。

　これは先生のお人柄というか、身分問わずに、隅々の者に至るまで食べていけるであろうかと、その様をご自分の目で確かめられ村々の庄屋に話されていたのを先生に随行した私は間近に見てまいりました。

　そうした先生の人となりを目の当りにした私は、このような人道的な藩士にお出会いしたことがなかったので胸が熱くなり、私もせめて万分の一でも見習わなければと悟らされた思いでありました。

　それから間もなくして天災が相次ぎ飢饉が起き、藩内は大変な事態となり、農民の生活は非常事態となり、餓死するもの、自ら首をくくる者、こんな状況が皆様方の村々から寄せられ、これを回避するに何か良い手立てはないかと、私も役目がら藩役所に毎日のように出かけ、その対策に奔走いたした訳でありますが、ただ藩の重役の方々も右往左往するだけで、

「どうにもならぬ、これは天の災いであって、祈願以外に道はない」

　と、そのような回答ばかりで何も手を差し伸べてはいただけません。

　結局、藩から選ばれた庄屋の一人が祈願のために、とある有名な神宮に派遣されて様子を伺うこととなりました。

　この頃先生はこの状況を深く憂慮され日々苦しまれ一つの決断をしておられました。

　藩の蔵米を農民に開放するといった大胆な方針を打ち出そうとしていたのです。

　藩の重役の面々から、こうした方針が打ち出されることを切に願い、まだかまだかと、お待ちしていたようですが、重役の方々は誰一人として藩の蔵を開く、打開策については口を開くことはなかったようです。

　そしてしびれを切らした先生はついに決断されたのです。

「重役に進言しましょう。これ以外に救済策はない。」

　先生は生活は苦しくともまず最低限食べていける、食べることができず人の命が奪われるようなことは絶対あってはならないことなのだといつも申されておりました。

　こうした非常事態には最大限の努力をしなければならない、何が最も大切なことなのか常にこうしたことを考えることが統治をする者の責任であろうと、先生はそのように思ったに違いはありません。

　人の身分に関わらずその人の命の大切さというものを最も理解されていたに違いはありません。

　止むに止まれず、ついに重役の皆様方の御前で勇気を振るい、しかも臆することなく堂々と藩の蔵を開き民の救済をすべきだと進言したそうであります。

　私共、六手永の大庄屋はこの報に接してから内心先生の徳を讃えて、よくぞ申されたと心ははちきれんばかりの喜びに湧いておりました。

　しかし表だって我々庄屋如きが先生に同調して藩に直訴することは夫々の命をかけるような問題でもあったので、どうしても控え目になって、ひたすら願う所はこうした先生の意見を一早く藩の重役の方々が受け入れてくれるかどうか、ただ固唾を呑みながら待つのみでございました。

　藩の重役に進言してからしばらく経ってのことでございます。

　かなりの激論が交わされたようでありまして、その内容とやらが我々役職の耳に入ってきたのはそれから一月ほど経って、あれは確かいつものお役目により藩役所に出向いた時、であったと思われます。

　藩の重役の方が我々役目方の面前で飢饉対策についての話しに触れた折、藩の蔵米について若干述べられたのです。

　蔵米を開く、開かないで藩政が二分されており、もうしばらく時間がかかるそうでした。

　先生は熱弁を振るわれ、そして蔵米を開いてはならないとする重役達の説得に懸命な努力をされているようでありました。

　日頃から勤勉な先生はこの飢饉の救済策をいままで培ってきた学問と先生に天性備わっている慈悲という心で説いたに違いはなかったと思われます。

　しかしこの時、重役のこぼした一言がどうしても気にかかり、私はお役目を終え帰宅してからもずっとその言葉が頭の中からはなれず、その夜はついに眠りにつけませんでした。

　飢饉救済の進言に奔走するにあたり、先生はかなり無理をして説得にあたられているようで、民人の在り方や年貢の道理についてまでが議題に上ったそうであります。

　先生の門人であった私は先生が何を言いたかったかが手にとるように見えてきました。

　正直、先生が重役の方々に、そう話したかどうかは判りかねますが私は常々から先生の物の見方や考え方を教わってきましたので多分そうではないかと、皆様には推測ではありますが是非とも聞いていただきたいと思います。

　先生はよくおっしゃっていました。

「藩は民あっての藩、こうして禄をいただき食べていけるのは、皆勤勉に働く農民や商人など、税を納めてくれる人々のおかげです。年貢は元は農民が産んだ結晶であって、元々は農民の物、その勤勉な農民が飢えて死ぬような事態があれば、米は元に返さなければ天の道理は叶えられないでしょう。」

　このような言葉を耳にしたことがございました。

　だから私はこの究極の言葉を出されて先生より上役の面々に至るまでを説得したに違いはあるまいと、このように考えたわけでございます。

　一夜眠れず、このことがどうしても気にかかり翌日はまた杵築に足を運び、同じ役目がらの島清右衛門様を訪ねたのです。

　島様は八坂手永を受け持っており、島様は私と同じく先生の門人だったもので、このことについて内々に話せる人はおらず、じっとしてはおられず、とにかく急ぎ会うことにいたしました。

　やはり彼も私と同じく昨日のことがどうにも気にかかり、このことについて一刻も早く私に会い、話しをしたかったそうであります。

　清右衛門という方は人々から言わせれば奇異な行動をする人だ、などと色んな噂を持つお人ではありましたが、私の見た目からすれば非常に能力に長けた人で並の知識人ではありません、並の人からみればそのように写っていたのでしょう。

　私なんどと比べれば、天と地のひらき、私は凡人の領域から出ることができませんでしたが彼は有能な才を次々と発揮されました。

　まあ、私としたことが話しが反れてきて島様の話しに飛んでしまいそうですので後々先生と島様がいかに気持ちが合った者同士であったかをお話ししたいと思いますので、いまは省略させていただきます。

　島様はやはり先生のことがよく判っておいででしたもので、この後、先生の説かれた言葉そのものに重役の方々が付いていけないだろうと予測をたてておられました。

　その根拠の一つとして藩の上役の方々殆どが譜代の臣ばかりであって、先生は異例の出世をしておられましたが元は豊後の守護、大友氏に従った侍の子孫であり、在郷の農民を初めとする人々とは深い縁に結ばれた関係、いかに先生が天の上の道理を説いたとしても、説けば説くほど、権力に阿る方々にとっては面白くない、やがては不興を買い、先生の道理は権勢によって引っ込められるのではないであろうかと言う心配が島様と私の見解でした。

　しかし私共がいくら心配してもどうすることもできません。

　ただ見守るしか方法が見つかりません。

　先生は重役の方々が日頃から何を考え、藩政に意見を述べてきたか、その心の内などはすべて見通していたと思われます。

　それを承知の上で心の中では覚悟して、止むに止まれず意見を述べられていたに違いはありません。

　人間が餓死をしていく、こうした現状を黙って見過ごすことは絶対にできない、目の前にある苦しみや悲しみを、自分の身に置き換えて考えるようなおかたでありました。

　このような先生の性癖と申しますか、その心は常に純粋で天の上の理想をかかげ、そこには一切の打算もなかったものですから、先生のおっしゃられる言葉一つ一つには人の心を打つものがございました。

　私はこのような先生とお会い出来て、しかも門人の一人に加えていただき、また、永年のお付き合いもさせていただき先生から学ばせていただいたことは多岐にわたっております。

　なんとか手永庄屋の職も終え、隠居の身となりこれまで無事過ごせて来られたのも、ひとえに先生のご教示があったればこそと日々感謝し、有難く思っております。

　そんな人間として立派な先生でありましたが、間もなくして藩論の裁定が下りました。

　最初は先生が唱える、蔵米の開放策が半数以上の重役の方々の心を捉え、

「絅斎の申すところは真の道理である」

　と、誰もが口に出していましたが、やがて先生の主張に異を唱える少数の重役達が巻き返しをしたようでした。

　結局先生の主張は退けられる結果に終わり、ついに蔵米は開かれることはありませんでしたのでこれより先は多くの民人が飢えによって亡くなる者も少なくありませんでした。

　冒頭に申しました先生のお心、

「私はこれでよかったのでしょうかねえ。」

　というお言葉は私にこの時のことをおっしゃられたのだと思います。

　生涯懸命な努力で学問を続けられ、そしてそれを実践し、全ての人々が幸せな生活を送られることを望んでいたに違いはありません。

　こうした望みも絶たれ、先生の頭に巡っていた理想は叶えられることもなく、役職は解かれ挙句の果ては蟄居まで命じられたそうであります。

　以後先生は藩の役職には一切就かず、藩政に関わることはなかったそうでございます。

　こんな先生の晩年のお姿ではありましたが、心ある人達は先生を慕い、尊敬いたしておりましたので先生のお心を学ぼうとする者が絶えず学舎の門をくぐっておりました。

　或るとき、門人等が集まり、

「なぜこのような立派なおかたを藩は活用させなかったのだろう、惜しい、惜しい、悔しいなあ、」

　と惜しまれる声が、そっとでありますが重役の方々に聞こえぬように囁かれておりました。

　こんな素晴らしい先生を生んだ土壌はどこにあったのか、ここが肝要でございます。

　皆様がたにまず知っていただくために、先生がお亡くなりになって後、先生の出自とやら、またご先祖様の経歴なども調べさせていただきました。

　こうして皆様がたに先生の遺徳とやらをお知らせし後世に残すためには、どうしても必要でございましたが、まあ、このようなことをする私を見れば、先生は必ず、

「運平君、私の名前など後の世に残してはいけませんよ。」

　と言ったに違いありませんが、私はこうしたおかたであられたのでどうしても残さなければといった使命感に突き動かされ、それを伝えていくことが私の使命ではなかろうかと思っております。

　それではなぜこのような立派な人が杵築領内に生まれてきたのか、私なりに調査してきたことをお話ししてみたいと思います。

　先生のお父上であられる道弘先生については皆様もお話しには聞いておられることとご察し申し上げますが、そのおかたも大変な学者でございまして、その父上が残されております書き物によりますと綾部家の先祖は丹波の国、綾部の郷の出でございまして、その地名を以て綾部を氏にしたそうでございます。

　元は源氏の流れを汲む一族であったそうですが豊後の守護職として大友家初代能直が豊後に入国するや、それに従いこの地に土着したようでございます。

　速見郡の立石あたりの所領をいただき、永くその地に住んだのですが、先生の曾祖父の代の頃にあたりますが、あの頃は戦国の時代でありまして、強い者が弱い者を制覇していくというのがあたりまえのような時代で、いくら領主と申しても一つ油断があればすぐに寝首をかかれるといった、言わば凄まじい時代とも言われております。

　こんな時代を駆け抜けて来たのが、先生の曾祖父でした。

　曾祖父は市松という名でありまして、ご一族の分家に生まれたもの、本家にあたる伯父は立石の在所の領主でありました。

　そこで何が起きたか詳しいことは判りかねますが、本家の跡目相続争いが起きて、それに巻き込まれてしまったようでございます。

　元々、市松というおかたは争いを好まぬお人柄でしたので家来には自粛させ、争いをしてはならぬと命じていたそうですが、そうもいかず、ついには命までも狙われるようになったようです。

「一族、あい争ってはならぬ」という父の遺訓があったものですから市松殿は僅かな家来を連れて立石を捨て国東郡に落ちのびようといたしました。

　しかし相手は市松殿の心中を察してはくれず、追っ手まで差し向けられまして何度も討ち果たされるのではないだろうかと思われる場面に遭遇したようであります。

　ところが不思議なことにそのような危機に遭遇した時、何度も農民に助けられ、ようやく窮地を脱し、国東郡に落ちのびたそうでございます。

　市松殿はこの時、己と家来の命があることを天に向かって感謝をしたようであります。

　また、市松殿の父は農民に寛大な人であったようで、いざその家の者が窮地にたたされ命までが危ぶまれた時、長い間、恩恵を受けてきた農民はきっとその恩を忘れなかったのでございましょう。

　こうして市松殿は国東郡の武蔵郷麻田村に落ちのびると、侍を捨て帰農したのでございます。

　侍、しかも領主格のご身分であられたその地位を捨てて、帰農するのであれば相当の覚悟というものがあったものと思われます。

　私の解釈ではありますが市松殿は戦乱が続き、人が殺戮され、或いは食料が強奪され、弱き者が泣きの目に遭う、こうした時世を目の当りにして、嘆いていたのではないでしょうか、彼は慈悲深い人であったと、そのように伝えられております。

　領民に慈悲深い人であったればこそ、彼が本家の跡目を継いで領主になれば民はにとってこれ以上の喜びはないでしょう。

　そうした領民の声が立石郷に起きていたものと思われます。

　こうした市松殿の人気と言いますか、その人望の高さを危ぶんだご一族の方達が自分達にとっては不利益となる、と察知して市松殿を排斥したのではないかと思われます。

　現に、落ち延びる際には何度も領民に助けられたと伝えられております。

　彼はほとほとこうした世の中に嫌気がさしていたに違いはありません。

　しかも彼の身分は高い所にあって、民を生かすも殺すも奪うも与えることも出来る立場にあり、彼は領民に対して彼らから喜ばれることをやっておりました。

　それが権力を誇示する者から見ればおもしろくないことであって、挙句のはては命まで狙われるようになっていきました。

　この時、市松殿は権力者の本音とたてまえについて考えさせられたのではないでしょうか、跡目を画策したわけでもなし、そのように願った訳でない、領民の期待に応えようとすれば命までも狙われる、命まで狙われるのであれば、もはや身分などとは言ってはおられません。そこで、身分があれば争いに巻き込まれてしまい、兄弟、親族、縁者まで殺し或いは殺される憂き目に遭わされてしまう。

　そうであれば、一層のこと身分を捨てて百姓になろう。

　そのように決断され覚悟し麻田の地に土着して、農民となったと思われます。

　私はこのことを確かめるために、一度、麻田村の庄屋宅を訪ね、市松殿の子孫、半右衛門殿にそのひととなりについてお伺いいたしたことがございます。


　半右衛門殿は綾部の家に養子に迎えられた人でございましたもので、養父の伊左衛門様から聞き及びしことのみをつまびらかに話してくださいました。

　それによりますと、皆様方もご存じのあの古刹の報恩寺、その小高い裏山の中腹に市松殿が眠っておられると言われ、心ならずも私は市松殿のお参りというよりも、何かその人となりについて碑文が残されているのではないだろうかといったような、そんな気持ちで案内を受けて市松殿のお墓の前に立ったのでございました。

　その墓は卵塔の僧侶墓でありまして、墓碑名には可春尊儀と刻まれておりました。

　それを見て、やはりやはりと、うなずくばかりでした。私の思いが的中していた、市松殿の生前の人となりは、やはり人々に尊敬をされてきたのだ、と私の胸は熱くなるような気持ちで一杯でとても嬉しくなりました。

　やはり噂どおりの立派なお人であった。

　かねてからの近隣の古老の伝えでは晩年出家され、報恩寺を中興されてから檀家の人々や近隣の村々の人々に教えを説いていたようでございます。

　絅斎先生はこのことについては何もおっしゃられませんでしたが出郷のおり、よく曾祖父のお墓にお参りしておられました。

　私は市松殿のお墓の前に立った時、ああ、絅斎先生も私が立っているこのお墓の前できっと曾祖父の魂に語りかけられたに違いない、だから先生自身も曾祖父に倣い徳を積み、積善の人になろうと考えたに違いはありません。

　私は膝を折り、線香を捧げ、目を閉じて市松殿のお墓にお参りして、絅斎先生の遺徳をお伝えすることによって、何か胸の中が晴れ渡っていくような清々しい気持ちになりました

　市松殿、つまり可春様は元和年間に出家され可春と改めその後入寂されたようでございます。

　すでにこの時は二人の男の子を授かっておられ、しかも成人に達していたものと思われます。

　そのお二人の内の兄に当たられる方が先生の祖父であられる道一先生でございます。

　ああ、少し余計な話しに及びますけれど、立石郷の本家跡目を継いだ綾部の一族の方達は徳川様が天下を平定された後、大変な災難にあったそうでございます。

　関ヶ原の軍功とやらで多くの大名の国替えがなされ、速見郡立石の所領は日出藩木下侯の差配下に置かれたことは皆様もよくご承知、その木下公の弟が分知され、立石藩五千石として入封致しますと、これに従わずに抵抗したのが本家綾部の一族でありました。

　彼らは陣屋に籠城して木下様の兵と衝突いたしまして、凄まじい戦となったようであります。

　当時の綾部の当主の名は判りませぬが、最後には多くの兵に囲まれ討ちとられて、その首は近くの長流寺の井戸に投げ込まれたと聞き及んでおります。

　なんという悲劇でありましょう。

　その後、木下様の分家が領主となられましたが、木下様の子孫に不吉なことばかりが続くもので、これは、井戸に落とした綾部の首の怨念かも知れぬということになりまして、早急に子孫を捜して、その者に供養をさせ、立石藩に仕官させましたら、やがて不吉なことも無くなったそうでございます。

　この事件は市松殿の生きていた時期でもございますればきっと市松殿も哀れにお思いになられたのではないでしょうか。

　その反面、一族の存続が出来たことについてはきっと安堵されたことと思います。

　話しが反れて申し訳ありません。

　これより絅斎先生の祖父の道一先生について若干のご説明をさせていただきます。

　道一先生は別名は才蔵と言っておりました。

　先ほど申しましたが二人の男子の長男でありまして、弟は道貫といい、とても仲の良い兄弟でした。

　或るとき、弟の生計が苦しいのを見て父の市松殿から相続を受けていた田畑を惜しげもなく弟に譲り、自らは私塾を開き、僅かな収入で、質素倹約をして一家を支えたようでございます。

　この頃はすでに道一先生には四人の男子がおりまして、長兄は佐右衛門、次男は清右衛門、三男は佐兵衛、この三男こそが絅斎先生のお父上であります。

　末弟は吉左衛門と言い、その後、道一先生とともに小原手永の一村、重藤村へ移居されました。

　それと言うのも、重藤村には道一先生が昵懇にしておりました高橋家の人がこの村で居を構えて庄屋をしておりましたのでここを拠点として里人に教えを授けるために請われて居を移したようでございます。

　またこの頃は杵築の城主の入れ替わりがあって、松平英親様が松平家初代藩主となってしばらく経っておりました。

　道一先生は「先生」と里人から呼ばれておりまして、四書五経を暗唱するほどの学識が高い人であり、向学の気持ちのある者には等しく学を授けていたものですから皆に親しまれていたそうであります。

「杵築藩領内に優れた人物がいる」、こんな声がきっと殿様の耳に届いていたに違いはありません。

　英親様は三万二千石の領地を所領するにあたり、以前は五百石であったので家臣の者が少なく、所領を統治するためには家臣を増やさなければなりませんでした。

　そして庄屋の改廃や藩士を増やすために任官の登用などを積極的に進めたようでございます。

　道一先生の名声はすこぶる高かったのでありますが、官に仕えることは一度としてありません。

　これも父の市松殿のお姿を見ておりましたのでその影響によるものではなかろうかと、私自身、そのように思えてなりません。

　彼の生涯は家計も苦しく、貧しい一生でありましたが、その心は清貧であり、決して奢侈に流され、それを望むというようなことは一度としてなかったようです。

「これも一生、あれも一生、このような一生を終えることが私の天命なのだ」

　と、晩年に友人達に語られていたようでございます。

　またこうも言われたそうであります。

「人にはそれぞれ天から定められた分際というものがあって、それを越えてしまうとおかしなことになってしまいます。貧しい者が糧を求めて働くことは当然ですが、財ばかりを追い求めて、富を得たとしても、その富はその者にとって益とならぬことが多いのです。」

「やがてその富はその者以外の者の手によって無意味に無くなってしまうでしょう。」

「だから己の分際をわきまえて生きることが良いのです。」

　そしてこのように結論づけたようでした。

「私は貧しいながら幸せ者でしょう。学びたいことを学ぶことが出来てそれを学びたいと思う方々に伝えてまいりました。それが天の命だとすればこんな幸せなことはありません。」

　道一先生は里人に慕われ、尊敬されながら萬治三年五月五日に往生を遂げられました。

　私は道一先生の申されていた言葉を何度も想い起こしながら、先生の一生について考えさせられました。

　なるほど、人にはそれぞれの生き方があり、価値観の違いがある、己の欲していることが天から与えられた使命であればそれを全うすることが一番幸せなのかもしれない、これを誤ると、ろくな人生は歩めない、己が一体なんであるのか、己を知ることが肝要である、早くにそれに気づき、己の人生を確かなものに致しなさいとそのようなことを皆さんに授けていたような気がいたします。

　多分四人の子供にもその心を伝えていたと考えられます。

　道一先生は弟に資産を譲りはいたしましたが、弟の道貫様はお子に恵まれず先生の長男佐右衛門様を跡とりといたしまして、その後の貞享元年には藩の田原三左衛門様から書状が届き、藩に伺うや麻田村の庄屋職に任命されたようでございました。また次男の清右衛門様は麻田の隣村で小村ではございますが、かつて麻田を含む三村の庄屋をして廃絶となった長岡家に入り、新たに狭間村の庄屋に任命されたのでございます。

　それに先立ち、三男の道弘様はすでに藩に仕官をいたしておりました。

　道一先生の名声はこのときすでに藩にも届いていたものと思われます。

　道一先生の三人のお子はこうして村の長や藩士となられましたが、これもひとえに先生の生前中の徳というものが藩役所に聞こえていたからだと思います。

　この頃はまだ大友家の親族や、その家臣団の中には身分の高い方々が、まだ沢山居りまして録を失い浪人となっておりましたが、松平家に仕官出来る者は一部の人でありました　松平英親様は藩政を円滑に進めるために、まず田原三左衛門様を登用されました。

　三左衛門様は国東郡を治めていた田原家の分家の人でありまして、英親様は彼を登用させることによって、領内を上手く治めようとしました。

　三左衛門様は生粋の国東人であり、この地のことには精通していましたので彼の意見を取り入れて庄屋の改廃などを進めさせたようでございます。

　いわば三左衛門様の目に適った人達の多くが採用されたといって良いでしょう。

　英親様は徳川家とご親族のご身分、この地に来られたのは九州の外様大名の動きを幕府にご報告するお役目を担っていたに違いはありません。

　そのお役目が出来なければ、いくらご親族といっても幕府から藩は改易させられるでしょう。

　だから命がけで藩の屋台骨を築くために、忠誠心のある人物を選んでいったものと思われます。

　当時のそうした方針のもと、松平家の本拠地である能見から来た譜代の家臣、中根長右衛門様、そして佐藤与治兵衛様のお二人の家老は杵築藩の存続をかけて三左衛門様と議論に議論を重ねて藩の体制づくりをしたと聞いており、大変なご苦労があったものと思われます。

　道弘先生はそうした厳しい関門をくぐられ藩士となられたようでございます。

　貧しくとも、その心の清い家庭環境の中で育った先生を一目見た、お三かたは、やはりと噂に違わぬその様を見て取ったに違いはありません。

　仕官が叶い、正規の藩士となられた道弘先生は、麻田を出られ杵築に居を移すことになりましたが、仕官といっても下級藩士としての採用で、奉禄はそんなにいただける訳ではありません。

　そこで先生は、ある商家の一隅の部屋を間借りいたしまして、そこから出仕していたようでございます。

　初めは勘定方に配属されておりまして、それというのも先生は数理に長けた人だったもので藩役所は藩の大事な財政を担う役職に付け、大いに役立ってもらおうと期待をかけたものだと思われます。

　城下の人々は南台と北台に挟まれた、商家の立ち並ぶ谷町を歩く先生のお姿を見るに、いつも風呂敷包みを抱え、しかも地味で質素な身なりは、庶民的な働き者のように写って見えたそうでございます。

　この風呂敷は先生の愛用品でありまして、麻田を出る時に『論語』の書物をはじめ隣邦に出て学問をした折に購入された本などを持ち歩いた、いわば先生愛用の風呂敷であったようでございます。

　仕官して後は、多分勘定方の仕事を持ち帰り、人並み以上のお仕事をされていたのではないだろうかと推察いたしているところでございます。

　お父上の道一先生は特に三男の道弘先生に期待していたようでもあります。

　なぜなら子供の時分より、学ぶことについて納得がいかない時は納得がいくまで勉強され、特に数理については、教えを授ける神官や僧侶の方々知識人でさえも、先生の頭脳の明晰さに驚かされたようでございます。

　しかし数理だけではありません。

　勿論文章を書くことにも秀でておいででしたもので、読み書き、算術全てに勉強なさっておられ、特に『論語』については、父の道一先生からの教えを継承されたのでありましょう。『論語』は毎日の日課のように、何度も読まれていたようでございます。

　ですから絅斎先生が幼少の折、まだ歳いかぬ我が子に『論語』を読ませ、そして『論語』は人の聖門であると教えを授けていた様子が伺え、道弘先生の学問に対する情熱、そしてその厳しさというものが伝わってまいりました。

　こうした学問はただ学ぶだけではありませんでした。

　実践して役立たせなければ、なんの意味もないことは先生ご自身が一番判っておいででしたもので、まず身近に起きていた、親族の難儀を救済するために、その身をもって奔走されました。

　寛文年間の頃だと考えられます。

　先生が仕官されてしばらく経ってからの頃でありましょう、まだ微禄の扶持米の身分であった頃と聞いております。

　麻田の長兄、佐右衛門様が病弱で働くことも出来ずに、その家計は厳しくなって、田畑を売り、生活を凌いでいると聞いた先生は、このとき我が身も顧みずに、その奉禄の半分を援助して兄の家計を助けたという話しがございます。

　また、その後、兄の佐衛門様がお逝きになられると、残されておりました二人のお子を引き取られて養育までされたようでございます。

　この美談については人の手本だとも言われておりまして、このようなことがあってからでありましょうか、多くの里人が先生を伯夷と呼び尊敬の的にしたようでございます。

　貞享元年、この年、皆様がたには先ほど申し上げましたが、この年に新しい庄屋が任命されまして、佐右衛門様の長男、伊左衛門様が庄屋に任命されました。

　これには道弘先生をはじめとする綾部ご一族の名声が世に聞こえていたからにちがいはありません。

　道弘先生は勘定方の役人から賄い方の奉行となり、その下で働く者も少なくない身分となりまして、十四石あたりの奉禄までをいただけるようになったようでございます。

　先生の生涯の姿勢は常に謙虚で、出世はいたしましても、そのお心は一貫して謙遜で、決して、人に対して威張るようなことはありませんでしたもので、上士から下士に至るまで、皆に慕われたのではないでしょうか。

　そして、常に謙虚なお人柄でもありましたので、人並みを越えるような生活はしなかったようで、ある時、人から高価な着物を子供に頂きましたが、これを見て先生はこの高価な着物を着せることはしなかったとのことであります。

　このように質素や倹約を尊ばれ、自ら実践したのが道弘先生のお姿であります。

　私は絅斎先生について皆様にお話しをしなければと思いながら、こうして綾部家の方々が、どういったお考えで世の中を歩いてきたのか、非常に興味深く考察させていただいた訳でございます。

　私も、もう七十六、絅斎先生がおっしゃられました、あのお言葉、

「もう海は間近にせまっています。」

　とのお言葉の様に、いつ、私も逝くか判らぬ身、是非とも皆様がたにお伝えし、後の世に繋いで行ってくだされれば、こんな有難いことはございません。

　もうこんなに時間も経ってしまいました。

　しばらくこの辺で休息し、お茶などを頂きながら、ご質問やご意見があれば伺いたいと思います。

　次には、さらにまだお若い日々の絅斎先生について、お話ししてまいりたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。




第二話

　

　それではご意見、ご質問、ともに無いようでございますので、次に進みたいと思います。

　あれは確か、元禄四年の参勤交代で藩主の英親様が江戸に赴く時であったと聞かされております。

　道弘先生がそれに従い東上する時、この時初めて絅斎先生はお父上に伴われて江戸に行かれたようでした。

　まだ十七歳の青年でありましたが、お父上は将来自分の後を託す為に、江戸で進んだ学問をさせたいと、そう願っての東上であったと思われます。

　この時は、都合一年間の江戸在住ではありましたが、道弘先生は我が子をいつ江戸に連れていくか日頃から思案していたことがうかがわれます。

　道弘先生には夫人の、しち子様との間に三人のお子が居られましたが、上二人はいずれも女子でありまして、絅斎先生はその末子としてお産まれになっており、お父上とは歳の差がかなりございました。

　道弘先生はこの時はすでに五十の半ばのお歳でありましたので、後を託す絅斎先生を早くに江戸に連れて行き、当時の一流と目された学者を紹介したかったのではないでしょうか。

　参勤交代の折には海路を利用して、藩役所からそれほど遠くない守江の港から出港して江戸に向かうことについては、皆様もよくご存じのことでありますが、当時も今と同じく守江から船に乗り東上の途に着いていたようでございます。

　この守江の港には御茶屋がありまして、ここは藤永様というおかたが、藩主のご到着をお待ち申し上げ、出航の準備が整うまで、ご休息いただくことになっております。

　また藤永様は参勤交代の警護を任された人でございまして、在郷士族の御墨つきをいただいており、確か、はっきりとは言えませんが、守江士族と、そうみなさまが呼んでいたようでございます。

　腕の方はかなり達者らしく、これもはっきりしたことは言えませんが、江戸のとある剣術道場の指南役をしていたとのことでございます。

　絅斎先生は江戸に向かう船の中で、この時初めて藤永様と面識を得て、剣術のあり方など様々なことをお聞きになられたようでございます。

　先生はこれから向こう一年間、江戸の杵築藩邸で起居し、お父上の同伴の下、幕府に仕える多くの儒者にお出会いなされたようでございます。

　先生はお父上のご指導のもと、特に『論語』については読破されていたものですから、江戸の著名な儒者の方々も、先生の将来を随分期待されていたと思われます。

　そして先生が私に申されたことがございます。

「運平君、私は若い頃、父に連れられて江戸に行きましたが、江戸には杵築に無い物が沢山あります。私は心がわくわくしました。江戸に一度行ってみるとよいでしょう。」

　先生はこの機会を得て、沢山の書物を手に入れられたようでございます。

　そして江戸で立派な学者に沢山お出会いになられ、なおいっそう向学の気持ちに揺り動かされるものがあったのではないでしょうか。

　杵築でもかなり学ばれておられましたが、いざ、江戸へ行ってみると田舎では学ぶことのできなかった学問の領域と申しますか、『論語』だけではなく、まだ外に先生の心を揺さぶる学問の発見があったように思われます。

　後年、私や塾生達に強く言われました。

「若い時に、感じる、あの一瞬の血湧き、肉躍る感覚は今も蘇ってまいります。人の一生と言うものは、あの感覚に引きずられて生きていくのでしょう。」

　先生はきっと江戸で新たな自分を見つけられたに違いはございません。

　これからどのような学問をして、どのような人になったらよいのか、人生の目標みたいなものに気づかれたのではないでしょうか。

　私は先生がおっしゃられる、あの一言にのめるように聞きいり、まるでそこにいらっしゃる先生のお姿が青年のように感じられました。

　先生はこの頃はすでに四十も半ば過ぎておられ、門人達に教えを授けていた頃のお言葉でございます。

　やがて一年が経ち、杵築に戻られると、その足で藤永様を訪ね、土産を初め、江戸の滞在について楽しく語られたそうであります。

　藤永様は大いに喜ばれて、その翌月の桜の花が開く頃、先生を守江に招待したそうであります。

　守江には港の北側に小高い山がございまして、そこの細い道を少し登りますと潮音庵という、今は無住の小さな寺が建っておりまして、またそこは桜の古木が潮風に耐えながら永い年月、花を開かせてきたようでございます。

　先生はそこに案内され、藤永様のお仲間達と一緒にお花見をされたようでございます。

　潮音庵のまたすぐ上には守江村の庄屋、河野様の屋敷があり、少し離れはいたしますがその東には大庄屋の佐藤様が住んでおられます。

　藤永様はこのご両名とは親しくして居られたご様子で、このご両名も加わってのお花見で楽しい宴の一時を過ごされたと聞き及んでおります。

　私は今はこうして大庄屋の隠居の身でありますけれど、先生とお話しをなされた佐藤様は拙宅の父、宏規の生きていた時代の方で、私とは面識もございませんが、今は亡き父、宏規と昵懇でありましたもので、当時のことを知り得たわけでございます。

　それによりますと、先生は潮音庵には初めて来られたご様子で、高台から風光明媚な守江の湾と、湾の向こうに浮かぶ府内をしばらく見つめていたそうでございます。

　そこでお花見の支度も出来てから、皆様方とお酒を酌み交わしながら色んなお話しをされたご様子でしたが、特に先生が関心を持たれた話しは、潮音庵に起きた直訴の事件であったようにうかがっております。

　この事件については先生は何もご存じではなかったご様子で、佐藤様、河野様の話されることをじっと聞いておられたと思います。

　私の在所、小原からは随分離れた所のことでありますので、その事件が何時起きて、どうなったかの事情などは私の知り得るところではありませんでしたが、偶然というか、父が佐藤様から聞いておりましたので、私の耳にも届いてしまったということでご理解いただきたいと思います。

　事件はこの潮音庵がどこの寺の持ち物であるのか、或るとき争いとなり、この杵築では判定できずに、遂に、江戸の寺社方の評定で裁かれたようでございます。

　その寺の名前や当時の和尚の名前を知りたいと思う方もおられるかと思いますが、それだけは一つご勘弁願いたいと思います。

　すでに大分年月が経っているとは申せ、名誉に関わるところを考慮しますと、とても私の口からはお伝えすることはできませんが、内容については、簡略述べさせていただきます。

　佐藤様、河野様、ご両名がこの訴訟の内容について、詳しく先生に説明をされたというのは先ほど皆様がたにお伝えいたしました。

　先生がその話しに関心をもたれたからでありましょう。

　先生は瞬き一つしない、そのような表情で真剣に聞き入られたようでした。

　そして、その話しに心が強く揺り動かされたのでありましょうか、頬が紅潮し眼が赤くなっていたと言われております。

　佐藤様はこんな先生のお姿を見た時、この事件の全容をそして真実を話しておかなければ、とそのように思ったそうであります。

　ご両名は、次のようなことを申されました。

　守江、狩宿、そして奈多、この三村の多くの民は敗訴となった寺の門徒達である。彼らはその寺の下寺である潮音庵を預かりながら、「それは旦那寺の物でありますよ」との一言が言えずに、ただただ、黙しているだけで、目をつぶってしまった。

　そのために旦那寺の和尚は罪を得て、遠く離れた地の小島に配流されましたが、その和尚の弟子であった一人の和尚だけが、師の無実を言い続けた。その子弟関係の美しさは到底、人が真似できるものではなかった。師は故郷のその寺に戻ってくることもなく、ついに配流先で生涯を閉じたのだが、なんと悔しい思いであったことか！

　とまあ、このような話しをしたようであります。

　先生は生来正直な性格でございましたので、きっとこの話しを聞くにつれて、歪んだ世の中、そして理不尽な人の行為が、真実を訴えた人の生涯に悲劇を与えてしまった、とそのように感じたのではないでしょうか。

　先生は、ご両名に何も尋ねることはなかったそうでありますが、この話しをお聞きになられたこの時、何かを、心に深く刻み込まれたと、私は思っております。

　事実、正直な人達が、このご時世の中で必ずや良い目に遭うとは限りません。

　正直者が馬鹿をみるといった風潮さえある今日、いえもっと昔から、ずっと続いて来ているのかも知れません。

　先生は、まだこの時は十七歳でございましたが、世の中を見渡した時、きっとこのような事例に似たような、まあ、人の嘘と言いますか、その嘘を要領よく使えば、その嘘も本当になるといったようなことを経験されていたような感じがいたします。

　すでに孔子、孟子の教えを修められていた先生ですから、これでは世の中は幸せになれない、もっと人の心を学問によって変えていかなければ、争いはこの世から無くならない。争いを無くし、万民が正しい心を学ばねば、正しい秩序の国とはならない。だから先生自身も「もっと学び、人々に正しい心を与えて行こう」と、このように考えられ、そのような決意をされたものであると信じております。

　これから一年間は杵築で過ごされ、東上の折、買い求められた書物を読まれ、益々学問に打ち込まれたようでございます。

　この年、元禄七年には藩から扶持をいただくようになりました。

　そしてこの翌年にはまた再び江戸に行かれましたが、数月の用事を済まされてから直ぐに帰ってまいりました。

　江戸に出て本格的に勉強なされるようになったのは、翌年の元禄九年からでありましょう、先生はこの年、二十歳でございまして、若い盛りでもあったので、猛烈に学問に打ち込まれたようでございます。

　江戸在住の折には、多くの著名な方々にお出会いなされて、多くの感化を受けたようでございます。

　これから向こう七年間は江戸の杵築藩邸で過ごされ、公務に励まれ、また夜は寝食も忘れるほどに学問に没頭され、その間には、お父上の道弘先生もお亡くなりになられ、公務では元禄十四年三月十四日に江戸城、松の廊下で、赤穂の殿様が吉良上野之介様に刃傷に及ばれるといったような事件が起こりまして、何か、今まで平和であった世相が急変したような江戸の空気も感じたことでありましょう。

　しかし先生にとって一番残念で、辛かったことは、お父上、お母上の臨終に立ち会うことができなかったことでありましょう。

　元禄十一年のことであります。

　先生の元に先生のお母上であります、しち子さまのご容体が思わしくないという知らせが届いたのでした。

　この時の藩主は重栄様で杵築藩邸におられ、幕府の重要な職に就かれていたので藩邸の藩士にしてみれば、とても暇などはありませんでしたが、藩にご奉公する、日頃からの先生の姿に敬服していたのでありましょう、その日、藩主は先生を呼ばれ、直ちに帰郷して母を見舞うよう、そう、先生に告げられたようでした。

　その藩主のお言葉は大変ありがたい心暖まるご好意でありましたが、しかし先生はそのまま直ぐに受けいれることはいたしませんでした。

　そこで先生は公務の大切さと奉公のあり方を述べられたそうですが、藩主はそんな先生の気持ちにはなはだ、感銘されたのでありましょう、無理に先生を帰郷させたようでございます。

　これこそ君恩、そう思うと胸にひしひしと熱いものがこみ上げてきたそうであります。

　帰郷してお母上を見舞い、看護を続けたようでした。

　するとお母上が先生に語りかけたのです。

「あなたは幼い頃から禄によって食べ生かされてきました。近ごろ加増の話しも聞きます。ですがこれも君恩のお陰です。奉公を一日たりとも怠ることのないように尽くすことが父母のためなのです。」

　これを聞いた先生は胸がはちきれそうになって涙がとめどもないくらい流れたそうでございます。

　そしてまた江戸に行き、お母上が言われた言葉を忘れずに奉公に勤しみ、また勉学にも打ち込みましたが、間もなくしてお母上も亡くなられたそうでございます。

　それから二年後の元禄十三年、一月頃、今度はお父上のご容体がよろしく無いことが、江戸藩邸の先生の元に届けられ、先生はこの知らせに居ても立ってもおられず、食事も喉を通らなかったそうでありますが、そのあと、また伝言が届いたそうであります。

　そしてこの伝言をお聞きになると、悲痛、胸に塞がりまして、ついに帰郷することを断念したようであります。

　この伝言は親子の別れを告げるにあたっての道弘先生の遺書のようなものでありましたので、それをお聞きになられる、先生の目からは涙が止めどもなく流れたそうでありました。

　後々になって私が知りえたことであり、いまや美談になっておりますが、道弘先生が伯夷と呼ばれるようになったのは、人徳豊かな精神家であったからだと思われます。

　まず道弘先生はまだ二十三歳の息子である先生に、我が死のおとずれは永い先のことではないと伝え、そして、私情に引かされて大事な公務をおろそかにしてはならない、とおっしゃられ、また世の中の人の為になることは、一日も欠かさずに『論語』を読むことであり、『論語』は聖門の全経であるとお伝えなさったようでございます。

　絅斎先生はこの時のお父上の言葉を生涯お忘れにならなかったようで、私が先生に初めてお出会いした、その時、『論語』の本を差し出され、それを貸していただいたことがございます。

　謙虚で、いつもご謙遜なされる日常のお姿は、人が真似て出来るようなことではなく、何か、そう、その人から滲み出るような、育ちの良さと申しますか、孔子先生や孟子先生の教えをそのまま身にまとった学者であられるような、そんなふうに感じたと言ったほうが妥当かもしれません。

　私は本をお借りして、『論語』を学び、判らないところがあれば、先生をお訪ねして、その意味について、お教えをいただきました。

　おかげで私の考えの至らぬこととか、そんな物も見えてきまして、今もなお日々精進しなければと思い和歌なども詠んでいるところでございます。

　この和歌も絅斎先生の奨めによって習ったものでありますが、またこのことにつきましては後ほど詳しくお話しさせていただきます。

　杵築に帰られてからの先生はお父上の跡目相続を受け、お父上と同様、藩士として仕事に励まれておられました。

　この頃は英親様がお歳をとられて隠居されておりましたので、嫡子の重栄様が藩主となっておりました。

　重栄様はこの時はすでに四十を越えられていたようで、あまりにも英親様の治世が長かったものですから、かなりお歳をとられてから藩主になりました。

　重栄様は父君、英親様と同様、道弘先生のお人柄や学問の深さなど、お判りになっていたものですから、その子の絅斎先生についても信頼を寄せていたようで、暇あるごとに先生を呼ばれては学問上の講義をしてもらっていたようであります。

　このような藩主と藩士の間は至って良好であったものと思われます。

　重栄様は信頼に足りる先生を深く敬愛したようで、江戸杵築藩邸で育っていく重栄様のお子、重休様の元に先生をお付けになられ、教育係として重く用いたようであります。

　重栄様の治世である元禄十四年は、先にも言い及びましたが、元赤穂の家老、大石良雄様を始めとする浪士四十七人が、吉良上野之介様に夜襲をかけ、吉良様の首級をとられた、例の全国的に有名となった赤穂事件がこの時でございまして、この後の元禄十六年にはこの事件にかんがみ、吉良上野之介様の跡目の吉良左兵衛様の対応がまずかったとして、幕府は高家である吉良家をおとり潰しになられ、本所上屋敷の吉良邸の受取に杵築藩が幕府より、命を受けたのでございました。

　またこの年には洪水があり、江戸には地震があって大火となり、杵築藩邸も類焼し、大変な事態となった年でもございます。

　そして元禄十七年には元号を宝永と改元いたしましたが、再びまた大地震、領内では台風被害と目まぐるしく天災が起きて、きっと重栄様もお疲れになったことでありましょう。

　そうした年代の宝永五年十一月二十三日、重栄様は幕府に隠居願を出され、その跡目を継いだのが、皆様方も良くご存知の、あの名君と呼ばれました重休様でございます。

　このおかたは十八歳で藩主となられ、また若くして亡くなられましたが、最も絅斎先生の影響を受けられた藩主の一人と言っても過言ではないでしょう。

　重休様が藩主になられてから、何か上手くは表現出来ませんが、領内の民が母親に抱かれたような温かい空気に包まれたような、まあそんな雰囲気が漂っていたような気がいたしますと、古老達が口を揃えて申しておりましたので、それもあながち過大な評価ではないと思われます。

　重休様が家督を相続された翌年の宝永七年の二月の中旬のことでありますが、まだ春明けやらぬ寒さの中、領内を十日間巡視されたのでございます。

　勿論、拙宅にもお出でいただき、またお泊まりいただけたことは、わが家にとって大変名誉なことでありまして、今も、昔のことながら有難く思っているところでございます。

　先代、宏規の伝えるところによりますと、重休様は若く美しく、そして何よりも意気洋々とされたお姿で拙宅に参られ、そして門の前で下馬されると、お出迎えにあたった父、宏規を始め、隣の小原村里正の加藤様、そして村役人の山の口、弁差の方々面々に一人ずつ、日頃の労をねぎらう、ご挨拶をなされたのでございました。

　かつての習わしから考えると、藩主が郷に入ることもありえないことであり、また藩主自身が郷にて、下々の者と直接お話し下されるなど大変、恐れ多いことでございます。

　しかし重休様はお付きのお役人様を控えさせて、自ら目と目を合わせられ、郷の者達の言葉に耳を傾けられたので、この様を見ていた我が父、宏規は仰天すると同時に、心の中に温かいものが流れてきたそうでございます。

　そして役宅にお入りになられますと、

「小原村の中には病んで動けぬ者は何人あるか、災害に遭って、田畑に支障が出ている者はおらぬか、」

　など、村内の状況をお尋ねになるので、父、宏規はどうお応えしてよいのやら困ったそうでございます。

　年間にしてみれば何十回ともなく、ご用の件で藩役所に行った経験を持つ、父や加藤様でありますが、接見されるのは殆どが郡奉行様そして代官様でありまして、それでも、侍の方々に対しては恐れ多く、郷の者から意見を述べるというようなことは滅多にございませんでした。

　その日は拙宅にお泊まりになられ、重休様はまたこのようなことも申されたようでございます。

　お付きの用人の方が父に申されるのです。

「賄いは一汁一菜でよし、殿が申されるのじゃ、日常の農民は一汁一菜と聞く、殿はそれをお召しあがりになりたいと申す。」

　このようなことを用人の方が申されるので、内所の方はどうしてよいやら、無礼があると、困りはしないかとか、かつて今までになかったことが突如として起きたことでしたから、右往左往し、大変対応に苦慮したそうであります。

　しかしそれが郷の者にとって決して悪いことではなく、喜びの始まりみたいなものでありましたので心はわくわくして、これからはきっと良いことばかりが続くのかもしれない、こんな農民思いのおかたが殿様になったのだから、民にとってこんな幸せはないだろう、とそのように思われたそうであります。

　翌日は杵築から沢山の荷物が運ばれてきました。

　その荷物の中身は農家が使う、鎌を始め、反物などでした。

　鎌は農民にとって特に必要な物で、お侍様の刀と同じような物、農民の魂みたいな物であるということは皆様もよく、ご存知のこと、常に、砥石で研いでいつも切れるように磨きがかけられております。

　そんな打ち立ての鎌を小原村の村民に配られて、日頃の労をねぎらったのでございます。


　また反物は村役人にお与えになられまして、藩役所に参る時に必要であろうと申されたのでございます。

　重休様はこのようにして領内を巡視されたようでございます。

　こうした重休様の行いは、直ぐに手永の村々に広まり、皆喜びに湧いたそうであります。

　この頃からでしょうか、絅斎先生のお名前が郷中に響きわたるようになりまして、あのおかたは麻田村の道一先生のお孫に当たられる、また道弘先生のお子であられ、殿様のご教育係をなされたと聞く、などとのお噂を耳にするようになったそうであります。

　藩主が重休様となられ数年が経ちまして、民は益々喜びに湧いていた正徳二年、重休様は参勤交代のために杵築を離れることになりました。

　これに随行するに、絅斎先生も杵築を離れて江戸に行かれたそうであります。

　名君であられる重休様、そして絅斎先生、この御両名が不在となる杵築領内はどうなるのであろうかと一抹の不安は拭いきれませんでしたが、まあ、御家老様にはしっかりと留守を頼んだことでありましょうから、お二人が帰られるまで待つしかございません。

　それほどにお二人に寄せる民からの信頼はこの上なく強いものがございました。

　この年の江戸に東上した折、確かに先生は京都に立ち寄られ、伊藤東涯先生、そして北村篤所先生、二人の先生とお会いになられ、絅斎先生が書かれました、父母の行状録二巻と墓誌の文言の是正をお願いしたようであります。

　東涯先生は京都の堀川というところにお住まいになられ、かの伊藤仁斎先生の長男で、その学問を受け継ぐとともに父をはるかに越える博識でも知られる、当時の儒者としては一流の学者でございまして、堀川流という学派で呼ばれ著書も沢山ございます。そしてそこには立派な門人達が多数学んでおりました。

　我が父から聞き及ぶところによれば、東涯先生と絅斎先生は師弟関係でありますが特に気性の合う間柄であったようでございます。

　それというのも当時は朱子学の中身を学び、その知識だけを重んじる儒者が大半を占めておりましたが、それに反して道徳は自ら行なわなければ、なんの意味も成さないと言った考えを、東涯先生はその父、伊藤仁斎から受け継いでいたようでありまして、その一貫した考えが絅斎先生と意気相投合していたものと思われます。

　青年期、まだ若くしてご両親を亡くされた先生は父母の歩まれた行状を記すことによって父母の考えを我が胸に刻みこまれ、ご自分の進むべき道を模索していたのでございましょう。

　親が我が子に願うこと、そして子が親の期待に添えるような生き方をするにはどうしたら良いのであろうか、などと先生はそんなことをお考えになられ、行状録を記されたと聞いております。

　つまり孝子の道、真の孝行を求め、真の人間らしい生き方をすることこそ親に手向ける真の孝行であろうと考えられたと思われます。

　こうした先生の生き方に東涯先生は心を熱くしたに違いはないでしょう。

　伊藤東涯先生は言われました。

「門人の中でまず絅斎の右に出る者はいないであろう」

　そう師に言わしめたのは、先生が人の道というものを学び、それを実行されてきた、それが先生の全身から滲み出ていたからに他ならないでしょう。

　言うだけに留まらず、行うことこそ大きな意義があると唱える東涯先生であったればこそ、お二人の気持ちが判り合えたのだと思われます。

　絅斎先生にとって、この東涯先生は生涯の師であって深く尊敬しておりました。

　そして何よりもこの期を境に自信をもたれ、学業がおおいに進んでいきました。

　自分の進むべき道が明確に見えたのだと思います。

　そして、これより先、臆することなく堂々とした持論を展開していくようになったようでございます。

　父母の行状録を書かれてから数年経った頃、或るとき我が父、宏規が先生のご両親の冥福につき、おくやみの言葉を申し上げた時のことでありますが、この時、先生に行状録について尋ねられたそうでございます。

　すると先生はこのように答えられました。

「私は若くして両親に先立たれました。途方に暮れてどうしようもありませんでした。いつも私のことを思っていてくれた両親に、ついに親孝行もできずに亡くなってしまったものですから、せめてその思いに報いるために、父母が生きたその姿を残してあげたいと思い書いてみたのです。」

　先生は塾を開かれてから常々申されておりました。

「人はそれぞれ天命を背負われている。若くして父母を亡くされる人もあれば、父母より先だってしまう人もあります。これも天命の成されることであって、その人にとっては非常に悲しいことであります。しかし大事なことは、人それぞれの生き方が最も大事なことであって、一つだけでいい、まず一つだけ、今の自分に出来る良いことをしよう。良い行いをまずしてみるのだ、そうすれば必ず心が晴れやかになるでしょう。それが孝行の始まりではないかと思っています。」

　そのような話しをされたことがございました。

　京都に行かれ、伊藤東涯先生に会われた折、先生はそんな気持ちでこの父母の行状録を東涯先生に見ていただいたのではないでしょうか。

　この一巻については、万人の人の心を打つような、そんな気持ちが滲み出ていたのでしょう、東涯先生はこれに感激し、目から涙が零れ、門人の青木昆陽先生を始めとする門人達に、孝行の実践とは斯くあるものだと話されたと言われております。

　立派な誇れる両親に恵まれた、この世で一緒に暮らす期間は短かいものでありましたがこのような両親を模範とした人間らしい生き方をしよう、そうすることが親に向ける孝行の道であり、自分が養われている藩に向ける忠義の道であろうと、そのように考えられたようであります。

　こんな先生のお人柄を学ばれたのがわれらが杵築の藩主、松平重休様であります。

　参勤交代に随行され、常に「絅斎は居らぬか」と、何ごとにつけても先生に相談され、意見を聞いていたと聞いております。

　やがて江戸のお勤めも終えられて杵築に帰って来られてからも、重休様にご意見を述べられ、重休様もそれに応えられて仁政を行われ、正徳四年にはまた領内を巡視なされ、民に手厚く、百姓達にも直接に話しをされたもので人々は感激に堪えなかったのです。

　先生はこうした藩主のお姿を間近にご覧になられ、我が父の宏規に言われました。

「天は偉大な君主をこの領内に授けられました。日の本広しといえども、このような君主はありませぬ、民もそのお心を汲み殿の気持ちに応えなければならないでしょう。」

　確かに、先生のおっしゃるように村々に活力が湧いて来ました。

　人々の心に勤勉さが蘇ってきたと表現したらよいのか、かつて今までの村々の様相が一変したと説明したほうが的を射ているのか、とにかく村々に活気が溢れるようになりまして、人々の姿が田畑に見え、或いは商家の軒下に人々が沢山集うようになったと村役人から父の元へ報告がなされたとのことでございました。

「あのおかたは春の太陽のように温かいお人だ、などとも民が呼んでいる。人というものは地位や権力を誇示して人を動かそうとしても限度がある。重休様は常のまつりごとを越えられ今や天道を歩まれておられる。こうした藩主は滅多にいるものではない。」

　父はこのように呟き、

「絅斎先生には天の声が聞こえるのであろう、こんな立派な藩主が現れたのは、先生の人となりに負うところがあろう。有難いことじゃ、」

　とも言っておりました。

　そしてこのようなことがあってから、父は積極的に先生に近づかれて、深い信頼を寄せていたもので色々な相談などをしたようです。

　先生にしてみれば、父の相談ごとなど迷惑だったのではないかと、私の思いはつのるばかりでございますが、もういまや先生も、我が父の宏規も、あの世の人、二人がどのような思いで終生つき合われていたのか、今や知る由もございません。

　しかし絅斎先生が父に出された書簡など、すべて我が家で大切に残しておりまして、それをうかがうに二人はとても理解し合えていたようでございます。

　江戸のお勤めを終えた重休様は杵築に戻るや、またすぐに領内を巡視されました。

　今度は半月に及ぶ日数の巡視で農家の様子を一つ一つ丁寧に見回ったそうであります。

　かなり無理もされたのではないでしょうか、正徳四年の三月十八日杵築を発して帰城したのが四月三日でありますから、まる半月領内で供の者達と起居され、お仕事をされていたのでございます。

　その翌年の正徳五年、重休様は江戸におられ、将軍様にお目見えになったり、何かと幕府との間に沢山の用事がおありになっていたようで忙しく、あれやこれやと動き回っていたようで、そのうち、杵築に帰る許可も下りまして、この年六月には帰城の準備も済ませた頃のことでございます。

　突然重休様はお倒れになられました。

「殿がお倒れになった。熱が出て、どうしても引かぬ！」

　と、藩邸の重臣の方々はこの一大事に右往左往する有様でありましたが、侍医もただ首を傾げるだけでありまして、回復の兆しは少しも見えてはまいりませぬ。

　一月このような状態が続き、もはや回復の見込みはないとの判断に至ったのでありましょう、重休様は渾身の力をふり絞られてから弟の重交様を枕元に呼ばれ、重交様を養子とされ跡目相続をされたのでございます。

　その翌日の八月十日ついに重休様は逝去なされ、御歳二十五の若い身空で、名君と呼ばれたその惜しい生涯を閉じられました。

　なんということでございましょう。

　先生はその訃報に接せられてから、止めどもない涙が流れ、書斎の一室から外へ出ることも出来ぬほどに悲しんだそうであります。

「天はなぜこのようなおかたを奪いとられるのか！」

　先生はこのおかたとともに、人として生きて行かれる理想社会をその胸に描いていたようです。

　模範となる国のあり方、そして誰もが人間らしく生きていかれる、そうした国造りを重休様と話されていたのでございました。

　ようやくその夢も現実として着実に藩政に活かされようとしておりましたが、しかしその夢も重休様がお亡くなりになるといったことで、先生の胸に秘められておりました理想は随分遠のいてしまったようでございます。

　やがて少し落ち着かれると君恩に報いるために、重休様の行状をこの世に残して、善政の模範としようと『龍渓公行状録』を執筆されたのでございます。

　中身につきましては皆様もご存じのように、今でも名君と言われる所以はこの『行状録』に負うところが多く、多くの人たちの心に回顧されているからではないでしょうか。

　私の蔵書の中にも、その『行状録』が有り、これは父が書き写した写本ではありますが、これを読みますと、先生が心血をどんなにか注いでいたかが伺われ、また重休様をどんなに期待していたかが判りますので、ご覧になりたい方はどうぞお申し出くだされば、ぜひ転写いただきたく、しばしの間であればお貸しいたします。

　その重休様でございますが　お亡くなりになる前日遺言をされまして、京都の聖澤院という寺に永眠され、龍渓院殿というお墓が名君の御墓であります。どうか京都に行かれた折には是非ともお参りしていただきたいと思います。

　さて、『龍渓公行状録』を書き終えた先生は八坂手永の島勝豊様を訪れまして、島様にこのようなことを申されたようでございます。

「殿は日の本一の立派な君主でございました。多くの民が一様に惜しい殿様を亡くされたと嘆いておりますが、殿は天意というものを一早く悟られてその意思を実行されたのです。人の一生たるは長き者もあり、短き者もございます。ただ長く生きて天意を悟ることもなく遊惰に流されては頂に立つ君主とは言えないでしょう。殿は僅か八年の藩政を担いましたが見事にその花を開かせました。長く生きるも、短く生きるもそれは天命、その天命の下で何をしたかということが最も大事でありましょう。私は感じております。殿は短い生涯の中で人間としての最高の行いをされた。そして民の心に伝わった。だから民が惜しむのです。」

　またこうもおっしゃられたそうです。

「幕府の命により、私は殿に伴い京都に行きました。京の都はとてもすばらしい所です。花は咲きみだれ、到る所に水が通い、人々は喜びに満ち溢れているように感じました。長閑にも、川の畔に人が集まり歌などを詠まれております。何か、研ぎ澄まされた人の心をここに感じたような気がいたしました。すると殿が私に言われたのです。」

「ここに来ると心が和む、安正、そちもそのように感じるであろう、日の本一の美しい所ではないだろうか、長い、長い大和の民の文化の匂いまでも漂っているではないか。」

「殿は美しい物に造詣を持たれていたのでありましょう。見るもの多くに感歎されておられました。」

　島様はこのようなことを先生がおっしゃられたと申され、こうも語られたのです。

「絅斎先生は京都で公家、おそれおおくも、あねがこうじ様のご門跡をつがれ風竹亭との雅号でも知られる、姉小路嘯翁様に御出会いになされたのです。そしてこの時、先生は風竹亭の嘯翁様を師と仰ぎ、和歌のもの学びにも本腰をお入れになったとか。」

　そうでありましょう。

　先生はその後、父宏規に、まだ青年であった私のことにつき、

「京に行って学問をさせるのがよろしいでしょう。京に行って姉小路嘯翁様をご紹介申し上げたく、やまと歌の、もの学びに励まれたらどうでしょう。」

　とのことを父に打診され、私は京に行くことになりました。

　それまでは絅斎先生というおかたが、どのようなお考えを持ったおかたか、深くは存じ得ぬ時期でもありましたので、正直申しまして父からの聞きかじりで、これより先、先生と直接お付き合いが始まりまして、先生がいかに素晴らしいおかたであられるのか常に感動の日々でございました。

　領内に五田村という所がありまして、或るとき先生は散歩の途上、平助なる者の家に立ち寄り、湯などを所望しようと家に入ると、なんとその家は貧しいながらもどこを見てもきれいに掃除が行き渡っており、しかも家の中に有るものが整理整頓されており、新しい畳、一枚だけが敷かれていたそうであります。

　そこで先生はその家に心地良さを感じて、湯を飲みながら、畳一枚の訳を尋ねられました。

　主人は平助という者でございましたが、その日は生憎不在でありまして、その女房が答えられる所によりますと、畳は平助の母が座るところで、母はもったいないと申しますが平助は「年老いた母をどうしても畳の上に居ていただくのだ」と申し、そのようにしているのだと申したようでございます。

　それを聞いた先生は非常に感激いたしまして、この家の主人、平助に是非とも会いたいと、伝言を残し、城に帰り、まだその時は重休様が御健在、名君と慕われ始めてのお殿様でしたので、このような孝行者が領内に居ることを伝えたようでございます。

　すると重休様は先生の話しに感動されまして、平助に褒美を与えるよう、先生に申され、また再び先生は平助の家を訪ねて褒美を与えて、日頃の労をねぎらったそうであります。

　杵築藩領内にこんな人の心を打つ話しが出てきましたのは先生の晩年になってからのことであったような気がいたします。

　孝行することがいかに大事であるのか、そして最も人間らしい生き方であるのか、ようやく領内にも、そんな風潮が起きてきました。私の小原手永の手野村にも、貞平なる者が住んでおりまして、これがまた孝行者だったので、先生の没後ではありますが、藩から孝行の模範であると評され、褒美まで頂いたことは、のちほど申し述べたく存じます。

　さて、私が京からの遊学を終えて、先生のご紹介もありましたので、お礼までと京土産を持参して先生にお出会いした時であったと思います。

　この孝行について先生が余りにも熱心でございましたので、なぜ孝行ということに取り組まれているのか、お伺いを立てたことがございました。

　大変失礼なことをお尋ねしてしまったと、後年、私は恥ずかしいことを遠慮もなく尋ねたものだと、今もその時のことを思い浮かべると、この胸のあたりがズキンといたします。

　先生は若輩で、いたらない私を、無礼だとも思わずにただ、にこりと微笑みを浮かべられてから申されたのです。

「人の心には欲という物が湧いてまいります。欲は無くては生きて行けませんが強欲はあまり善くないことでしょう。この世にあっては、私欲は程良く止めなければ人と人との争いが絶えないのではないでしょうか。人の心が信用出来なくなると争うことにもなります。そして戦となり、罪のない者達も戦に巻き込まれ、多くの人達が怪我をしたり、或いは亡くなるという不幸の道を歩むことになりかねません。人が人の持ち物を奪い、そして殺し合う、こんな歴史が延々と続いて来ましたが、もう過去に戻ってはなりません。孔子先生は春秋戦国の時代に生まれ、戦から戦のただ中にあって人が人らしく生きて行くためにはどうしたらいいのだろうと、このように考えられたのです。己が一番信用出来る人、すなわちそれはまず以て肉親でありましょう。まず身近な肉親に対して、いかに善くしてあげることが出来うるか、ここが人としての始まりみたいなものでありましょう。万人がこうした温かい心を持ち合わせればけっして世の中は悪い方向にはならないはずです。孔子先生はこのように考えて孝行の道を説かれたのだと思います。私は綾部の家庭にて『論語』を授けられてそれを実践しているのです。孝行の道は決してひとごとではありません。どうぞお父上、お母上に孝行をしてあげてください。」

　このようなことを申されました。

　確かに先生のおっしゃれることはもっともなことでありました。

　私は先生のお宅の門を出て帰路、色々考えさせられたのです。

　京都遊学にはかなりのお金もかかりましたが、これも父が全て出費いたしたものでして、これを考え振り返りますと、遊学の際は父に対する感謝と申しますか、まあ、ありがたみといいますか私は父にそんな思いを伝えていなかったなあ、と反省いたします。

　そのようなことを重くは考えてもいなかったことに気づかされました。まったくもって親不孝な息子としか言い様がありません。

　それが当然、あたりまえのこととしか、その程度の考えしか、私の心にはなかったのでありましょう。

　父母はこつこつと貯めたお金を私に学問をさせるために、惜しげもなく私のために使ったのであります。

　このように父母が私に学問をさせて、立派な人間に成長してもらいたい、父母は一途にこのようなことを心に願っていたはずでございますが、当の私はまだそのことに気づいてはおらず、京で遊びに夢中になっていたのであります。

　京から帰り、先生にお会いして、はっと気づかされ、今までの心が一変させられる思いでありました。

　そうか、親の恩は天よりも高く、海よりも深しか。先生に会って良かったと、その日つくづく、そのように思った訳であります。

　先生は孝行について多くの人に感化を与えると言った、偉大な業績を残した偉人でございます。

　私はそのように先生を評価している一人でございます。

　先生が成した偉大な仕事、今それが消えていくとすればこんな寂しいことはありません。

　先生のなさることは地味で精神性の高いお仕事であり、橋を架けたり、道路を拡張したり、田畑を開墾したりする目を見張るような事業ではありません。

　だから誰かが先生の崇高なお仕事を伝えていかなければならないと思っているところでございます。

　愚生、宏生はそのような気持ちから、皆様がたにお集まりいただき、少しでも、先生の想いとやらを、皆様方のご子孫に口伝でもよし、語り継いで行ってもらいたいのでございます。

　さて、この孝行の一件でございますが、皆様も良くご存じの、或る学者さんが文書にしたためているようでございます。残念ながら天明の末、寛政と改元される年の晩春に亡くなられて、今、そのご長男さんや門人の方達が残された著書などを整理されていると聞いております。


　もうお判りかと思いますが、そのおかたとは富永村の梅園先生こと、三浦安貞君のことでございます。

　私より安貞君は若干年下でありますが、亡くなられてもう五年になりますか、この方も若い頃、確か、十六歳で絅斎先生の塾を訪ねられ、門人となった一人でございます。

　晩年は藩主親賢様から特別待遇を受けられて、藩政のありかたを述べた『丙午封事』という書き物を殿様に進呈なされたとも聞いております。

　とにかく、この安貞君は真の学者でございましょう。

　我々凡人とは違い、学問についてはこの程度ではまだ駄目だとか、納得がいくまで日夜勉学に励まれていたようでございます。

　その安貞君も、目にし聞き及んだ孝行者について『愉婉録』という書物をまとめたのです。

　あるいはこの場にお集まりの皆様の中にも、そのような親孝行と主君への忠義者の人物伝が、ユエンロクと題する和文の書物であること、ご存知でない方がおられるかとも思います。

　書名のユ・エンとは、儒教の古典『礼記』での親孝行する者は、愉の表情、やさしく愉快さに満ちあふれた顔をし、婉の気持ち、ものやわらかく接する思いやりある振る舞いをする、という一節に基づいたとのことです。

　絅斎先生も、まことに良き門人を持たれたものです。

　先生の意思が安貞君によって受け継がれ、多くの人々が孝行とはこのようなものと読み継がれ、また手本となり、孝行を行う者が出てくる。なんと素晴らしいことではありませんか。

　私は、かつて孔子先生がおっしゃられ、それを行ったことを孔子の門人達が綴られた『論語』、これが、まさに、この杵築領内に始まったと、今感激しているところであります。

　とは申すもの、わが後藤家でもつい最近、梅園塾の先生、安貞君がまとめられた『愉婉録』の写本を作っていただき、私の手元に置き、この小原手永に活かして行こうと後継の宏直に託しているところでございます。

　この写本につきましては、そのまた転写も許しをいただいておりますので、どうぞご自由に取り扱っていただいて結構でございます。

　さてお昼時も近づいて参りました。

　ここで昼食などを用意させておりますので、食事をしながら、まだ聞きたいことなど、また、もっとこのあたりが知りたいなど、あろうかと思われますので、休息をとりながら午後の質問にも答えて参りたいと、このように考えております。

　ではごゆるりとご休息していただきたく存じます。




第三話

　

　では午後のお話しに入って行きたいと思いますが、その前に手野村の加藤長右衛門殿から若干のご質問が寄せられましたので、その内容をご披露し、それにお答えさせていただきます。

　先ほど触れました安貞君の著書『愉婉録』にまつわることでございます。

　まず、わが杵築藩の名君、松平重休様が綾部絅斎先生とともに、五田村の親孝行者、平助を心からお褒めになったことにあわせ、この近隣での孝行者にも言い及びました。手野村の貞平です。

　そしてたしかに、三浦安貞君がまとめた『愉婉録』にも、五田村の平助はもちろん、この貞平についても孝行者の模範として、一章を立て取り上げられております。

　ご地元、手野村の加藤氏から、念を押すかのように問われたことは、この頃幕府も孝行者の模範である人物を、各藩より選抜して届け出るようにという布令があったとのこと。杵築藩では、わが手野村の貞平を選抜し推挙したと漏れ聞こえてきたが、それが事実であるのか、と尋ねられたところであります。

　これにお答えいたします。

　たしかに官刻で『孝義録』との題の書物をまとめにかかっているようなのです。

　幕府は、どうやら全国から、褒賞された孝行者を調べ上げ、主だった者についてはどんな行動がすばらしいのかを和文でまとめ、官版としての出版を目指すのだとか。

　数年前のこと、大庄屋の者達が藩役所に呼び出され、手永に孝行者の模範と呼べる者がいれば報告せよ、藩はそれらをまとめて、お上に届け出たいとのご相談がございました。

　そもそも本日、手野村からお越しの長右衛門殿ですが、そのお父上である加藤周平様は、三浦安貞君から直接、教えを受けた方でもあります。

　つまり梅園塾の門下生であり、師が『愉婉録』を執筆しはじめの際、貞平なる者の行状を詳しく調べ報告した人でありました。

　貞平につきましては、ぜひ『愉婉録』に目を通していただきたいのですが、家が貧乏だっただけではなく、生まれつき声が出せない者であり、一般的には決して喜ぶことのできない天命のもと生まれ育った人物です。

　そんな唖者、貞平の心がなぜ美しかったのか。それはやはり、天性に負うところも大きな要因ではありますが、貞平の住まいの直ぐ近くに都留という神官の居宅が在り、貞平はその家に奉公をして生活の費用などをいただいていたと聞きます。

　神官は絅斎先生と馴染みが深く、先生に深く傾倒していたらしく、特に孝行については教えをいただいていたようでありまして、神官家にやってくる、この貞平、ことばを人と同じように発することはできなくとも、聞き分ける聡明さは備えている貞平に、孝行の道を常に説いていたのではないでしょうか。

　こうしたことは安貞君がまとめた『愉婉録』には書かれてはおりませんが、周囲のもたらす影響もございましょうから、いくらかの申し添えを致した次第です。

　わが小原手永といたしましては、この手野村の貞平につき、加藤周平様からいただきました書面を携え、再び藩役所に持って行きました。その後、それが幕府に採用されたかどうかは知る由もございません。漏れ聞くところによりますと、

「貞平との名の農民が幕府版行の『孝義録』に載るわけがない」

　とのことでした。

　しかしそれは、将軍様のお世継ぎに、貞なになに様との若様が居られるから、貞という漢字は使えませんよ、とのことだそうです。何せ梅園で著述にいそしんだ三浦安貞君にしても、六十歳を越えてからは、安貞と自署せずに、貞を同音の「鼎」に換え安鼎と署名していたようですから。

　とにもかくにも、貞平なる者を取り上げ、模範的な人物として推奨したことは事実でございます。

　実名そのままでは無理だとしても、ぜひとも官刻の『孝義録』に留め置かれますことを、今は願うことにいたしましょう。

　さて、その外は質問もございませんので、私の目で見た絅斎先生について、引き続きお話ししてまいります。

　杵築藩は重休様が亡くなられ、弟の重交、親純様が殿様となられ、先生は変わりなく藩の儒臣を続けられ、時には殿様に、ご講義をなされておられました。

　そのうちご加増もされ、大身となられ郡奉行に就任されたのであります。

　私達、郷の者にとっては願ってもないこと、「先生が我が郷に出て来られる」と聞けば、何か重休様のご再来みたいな、そんな気持ちがございました。

　時に元号も変わり、享保の時代となり、将軍は紀州からお出になられた第八代、吉宗様が就かれて質素倹約令を奨励されておられました。

　この杵築藩も将軍家とは譜代の間柄という関係でもあり、上司の方々は、それに倣いまして、積極的に派手な生活は慎むようにと、布令を出しておりましたが、それは形だけのものでありまして、だからと言って、藩から咎められるといったことはなかったようであります。

　郡奉行に就任されてからの綾部絅斎先生は一月に一度、この小原手永にやって来られます。

　そして各村々を巡り、庄屋の役宅を訪ねて、村内の実状を把握しては、まつりごとを解決していくといった積極的な姿勢を見せられました。

　まだこの頃の私は父の見習い役でありまして、先生をご案内する父に連れられまして各村を巡る、こうしたことが何度もございました。

　先生は郷に入られることがとても嬉しかったのでありましょうか、隣村の庄屋である従兄の仁左衛門殿に、

「ようやく念願が叶い、郡奉行になることが出来ました。郷に入ることが出来たことは夢のようです。これよりは、膝を交えて話しをすることができます。望外の喜びであり、郷がこんなにも美しく、私を迎えてくれるのは本当に有難い。」

　と、このような漢詩を作られ、仁左衛門殿に送られたそうであります。

　それからしばらくして仁左衛門殿が亡くなられ、その跡目を元右衛門殿が継がれました。

　私は父に伴い、絅斎先生とともに小原と隣村の狭間の分水嶺である、鷹の巣山に向かいました。

　鷹の巣山から下ること、数十軒の所には小さな隧道がありまして、ここで狭間村の綾部元右衛門殿が我々の到着を待っているのでございます。

　この日は陽気な春日和でありまして、山桜が蕾を割り開花が始まろうとしておりました。

　隧道で元右衛門殿と合流してから、狭間の陽平の山々を振り返りますと、なんとそこには山桜の木々が沢山ございまして、目を見張るような光景が私達の足を止めたのでございます。

「なんと、なんと！」

　ただ感嘆するだけ、鷹の巣山の頂上には、樹齢三百年といった松の大木が天に向かって伸び続けているではありませんか、そしてその付近は桜の花が繚乱と咲き乱れているではありませんか。

　元右衛門殿は言われました。

「鷹の巣山は漁夫の民の安全を願い、それぞれの家に導く神の座しますところ。」

　この言葉に先生は深くうなずかれまして、ぜひとも案内をいただき鷹の巣山の頂上に上ってみたいと申されたのです。

　そこで元右衛門殿に案内されて、頂上に登ることになりまして数時、急峻な道をあがり、やがて頂上に至ると、そこからは国東郡の海が一望に目に飛び込んでまいりました。

　先生はその眺めの良さにご感激なされたようでございます。

　一息つかれましてから、

「なるほど、なるほど、海の民はこの松の大樹を見通して海路とするのであろう、山の民がこの松を育てて、海の民を助けているのか。」

　すると元衛衛門殿が先生に申されました。

「尺間神社の分霊をいただきここに安置いたしてございます。ご神木となればこの木を切ろうとする者もないでしょう。我が祖父、清右衛門が海の民の声を聞き及び、ここを神域としたのでございます。」

　清右衛門様とは綾部絅斎先生のお父上の兄にあたる方でございましたので先生にしてみれば伯父でございます。

　先生は言われました。

「陰にいて人を助けようとする心が、そして見返りなどを求めないとする、その心ほど奇特なことはないでしょう。やはり、伯父もそうでありましたか。この松が枯れることなく長く生き続けてもらいたいものです。」

　そして先生は天上から見下ろす、桜の花に目を転じて、何度もその美しさに見惚れておられました。

　そして狭間村に下る途中のことでございます。

　元右衛門殿が、先生が桜の花をご覧になって、あまりにも感動されておられたので、街道より少し外れた所に、かくも立派な桜があるので、ぜひともご覧に入れたいと申し入れたのでございます。

　そして街道に交わっておりました細い道を少し下りますと、なだらかな斜面に、それは見事な一本の大樹の桜が目に飛び込んでまいりました。

「おお、これはなんと見事な桜！」

　私達の足を止めさせるほどに、あまりにも美しい山桜が花を開かせていたのであります。

　先生は桜木の近くまで歩いて行かれると、やがて足を止められ、腰を下ろされたのであります。

「見事です。樹の元が一丈ほどもあるではないですか、しかも、背たけのあたりから枝が分かれて、その枝は四方に広がっております。また枝の先は今にも地に届くように伸びているではありませんか、このような桜は滅多にあるものではありません。」

　桜の木を見て感動されたのです。

　そして元右衛門殿に申されたのです。

「ここは人の心が一つとなって集う、理想境となるやもしれません。この桜の名木を沢山の人達に知っていただきましょう。それには、あなた後藤運平君も元右衛門殿に協力して差し上げねばなりません。歌を詠むのです。この桜木を見て歌を詠んだら、なんと心が晴れやかになることでありましょう。運平君、あなたは歌の心を学ばれております。ここを歌の名所にいたしましょう。」

　先生が熱を込められて、そのようにおっしゃるものですから、私はただ、はいと相づちと申しますか、うなずきはいたしました。ただ果してここが歌の名所にできるかどうかは、予測もつきません。しかし先生が余りにも感動され、私、運平にその役目を託すものですから、いつの間にやら承知をしていたのでございます。

　先生の亡くなられた後ではありますが、皆様方もご承知のように、この地は大桜と名づけられ、今では杵築侯も参られ、こうして有名になり、遠くは肥前、肥後、そして長崎などから著名な歌人が集うようになりまして、この一世木の桜を風靡いたしております。

　なかでも京の冷泉為泰卿は、えらくこの桜がお気に入りとなられ、この桜の写し絵をお送りしたところ、つぎの和歌を詠まれお返しくださったのです。

　　一もとの色香も四方に陰ひろき

　　　　　さかりを思ふ花の写し画

　このように冷泉卿が詠まれたものですから、これを聞きつけ、これがあの有名な桜ですかなどと問い合わせが殺到し、年々、人が訪れて来るようになりまして、大変賑やかになりました。

　有難いことでございます。

　まさか、こんなにも早く、この桜が有名になろうなどと思いもよらぬことでありましたので元右衛門殿と私は夢でも見ているのではないだろうかと、そんな心地で桜の開花を待ち望んだのでございます。

　絅斎先生というおかたは先のまた先が見えていたのでありましょうか、先生は私におっしゃられました。

「桃源郷と呼んでもいいのではないでしょうか、あそこは人の心が一つになれる所だと思います。だから運平君、ご苦労をなさって価値を見出してください。あなたと元右衛門殿の肩にかかっているのですよ。」

　先生がにこやかに、そのようにおっしゃられたのがついこの間のような気がいたします。

　また先生は美しい物をこの上なく愛されておられました。

　鷹の巣山を下られた時、路傍に一輪の水仙の花が開いていたようでありますが、凡人の私の目には留まることはありませんでしたが、先生の目はその花を捉えていたようであります。

　自然界のおりなす美、一木一草に至るまで、よく観察をなされていたようであります。

　そして和歌の真髄を求められていたような、そのような姿勢が先生の真のお姿であったような気がしてなりません。

　或るとき、先生の門人達が集い、「美とは何か」と言うことを議論したことがございました。

　簡単のようで難しい、ただなんとなく理解できる主題ではありますが、それが延々と長きに渡って議論されたのであります。

　しかし、これだと言う結論には届くことはなく、なんとなく、このようなものであろうとしか答えは出すことはできませんでした。

　そこで門人達が先生にこのことについてお尋ねになったのです。

　皆、固唾を呑みながら、先生からどのようなお答えがでるのであろうか、しばらく静かな一時が学び舎に流れたのであります。

　そして先生はまたいつものようににこやかに微笑まれてから、門人達におっしゃられました。

「美しき物は人の心を善意に導きます。たとえば花を見て、誰も醜い物だとは思わないでしょう。天は私達に美しい物を与え続けています。そして心を和ませ心地良い気持ちにさせてくれます。人間という者はいつの間にか知らず知らず世の中の垢にまみれて邪まな物にも魅力を感じるようになるのです。そして善悪の見境もつかないようになっていく者もないとは言えないでしょう。そこで天は私達に善意の導きを途絶えることなく与え続けているのです。花をご覧になって、美しいと心が熱くなって、ついつい見惚れてしまう。いつまでも見ていたい。そのように感じる心こそ天が人に求める善の道ではないでしょうか。人に善の心が理解されて初めて、その物の美しさが判るのではないでしょうか。」

　このように門人達に説かれたのであります。

　そしてさらに絵師の芸術の美に触れられて一幅の花鳥の図をご披露されてからその美についてもお話しをされたのであります。

「匠の技は心技一体でありましょう。描く者にとってそれが美しく感じなければこれほどの絵を描くことは叶わないでしょう。その美しさが心に刻まれてこそ技となり、このような立派な絵が出来上がるのでしょう。心血が注がれているからこそ、見る人に感動を与え続けるのです。」

　このように、人が与える美と天が与える美についての両極について、お話しを聞かせていただいたのです。

　私、運平は先生がおっしゃられるその一言、一言を聞き逃してはいけないと思い、備忘録に色々と書き記した経緯がございます。

　後年、それを取り出しまして、あの時、先生はきっと私達にこのようなことも授けたかったに違いはない、などと一人感慨に耽ったこともございました。

　先生は天という言葉をおっしゃられた。

　しかし天という言葉について先生は敢えて説くことはいたしませんでしたが、それは私達門人に自ら考えなさいということだったのではないだろうか、などとその思いは深淵にとどまり今も考えさせられているところでございます。

　先生のお話しを聞くまでは、愚生、後藤運平は天という言葉そのものにも余り関心が無かったようなそんな人生を送っておりました。

　そんな私が先生に感化され、初めて天という存在について考えさせられ、これは私自身の解釈でありますが、天という存在について一つの結論に達しましたので、皆様に聞いていただきたいと思います。

　偉人と呼ばれる先人達が、よく天という言葉を用いておられます。

　天とは一体いかなる者でありましょうと人に尋ねてもはっきりした答えが返ってまいりません。先人達が使っている言葉であるからして、その存在があるのではないかなどとの雲を掴むような話しに終止してしまいがちであります。

　信じるか信じないかは人それぞれでありますが、先生はきっと天の存在を信じていたのではないでしょうか、私はそのように思えてなりません。

「天は絶えず美しい物を人に与え、善意に導かれている。」

　と、おっしゃられたあの一言が今もこの私の脳裏に焼きついております。

　若い頃の私は天に願いごとをしたりもしましたが、願うばかりで天からの声は私の耳に届いたりはいたしませんでした。

　やがてあきらめの機運のほうが強くなりまして、天に向ける関心も希薄となりまして、神社の祭礼については行事の範囲に止め置く、といった程度の気持ちが正直な私の気持ちでございました。

　ところがそうではありませんでした。

　開眼させられたというほどの大それたものではありませんが、なんとなく、そうではないだろうかと気づかされたと言ったほうが的を射ていると思われます。

　はっと、先生の言葉が私の脳中を刺激いたしました。

　人はそれぞれに神頼みと申しますか、それぞれに心にあることを天にお願いいたします。

　けれども何も言葉としては返ってまいりません。

　言葉が返ってこないからといって天の存在を否定してしまうのはいかがなものでありましょう。

　しかし天は語らずとも、常に私たちに天の躍動力と言いますか、私たちが生きて行くためのあらゆる物をお与えになってくれているのだと、そのように気づいたのです。

　山野に開花する四季折々の花も自然の摂理だと片付けてしまえば、そうかも知れませんが、実に良く調和が行き届き、我々の心を和ませてくれております。

　我が父、宏規が亡くなった後はずっと、お役目柄、先生に随行して、しかも寄り添うように先生の語られることを聞いていたからでもありましょう。

　狭間村の大桜を初めて見た、その翌年のことでございます。

　上小原村から狭間村の峠に向かう途上のことでありました。

　季節は三月の半ば過ぎで、急に春一番の嵐が起こりまして、それは辺り一面に葉の吹雪が乱舞し、目を開けてはおられないほどの強い風が行く手を阻みました。

　あまりもの強い風でございましたので、馬は嘶き、随行のお手代のお侍様が手綱をとられ馬をしずめられ、先生はじめ一行の者達と少し風が治まるまで休止したことがございました。

　この時、先生は言われました。

「ほら、見てご覧なさい。落葉樹の木々の間をすさまじい風が吹き抜けております。そしてその風は常緑樹の木々を揺さぶり、今や不要となった木の葉を震い落としているではありませんか。常緑樹とはいえその木の葉は永遠に緑を保つことはないのです。役目を終えた木の葉はやがては落下して、また新たな役目を担う若葉が出て来るのです。落葉樹は自ら木の葉を落とし、森の風の通りをよくして常緑樹の生を助けているではありませんか。こうして森は永遠に続くのでしょう。これこそ天の成せる御技ではないでしょうか。」

　このように森を観察しておいででした。

　このようなことがあって後、藩の森番役の琢麻様と上小原村の木別当の森、先生と春の嵐に遭った、その森に入ってみたのです。

　そして琢麻様と私は森に入り、なんとすがすがしい思いにさせられたことでありましょう。

　琢麻様が言われるには森の鬱陶しい姿が一夜にして生まれ変わる。

「私は役目で森番をしてきましたが、この春一番の嵐で樫や椎、そして松の枝に溜まった古い葉は全て落下して、すっきりと洗われてしまいます。先生が申されるように、我々には理解出来ない、天の偉大な力が働いているのかも知れない。」

　感慨深くもそのように申されたことが印象的に残っております。

　我々が天に願いをかけようともかけまいとも、いずれにしても、天は我々が生きていけるように、それに応えてくれているではないかと、ふとそのように思えてならないのであります。

　だから天という存在はないがしろにしてはいけないと結論づけたのでございます。


　また嵐が過ぎてから鷹の巣山を下り狭間村を巡視され、その時のことも強く印象に残っていることがございます。

　初代藩主の英親様の時、杵築藩では特産の畳表、七島イの生産が奨励され、このあたりの村々にて、こぞって植栽されましたことは皆様のお父上からお聞きになっていることでありましょう。藺草の「イ」は「ヰ」と書くのが歌を学ぶものとして正しい仮名遣いでしょうから、ここからは漢字で書けばの「藺」を念頭に置き、お話ししいたしましょう。

　それと申しますのも七島藺については思わぬ災害に見まわれまして、丁度台風の時期に遭遇いたしますと折角良く出来ていた物が一瞬にして倒伏してしまい、赤葉となり、商品価値は落ちて、もうこんな物は植えたって苦労が残るだけという農家の声が続出して、段々と下火になってまいりました。

　今またそれが復興して生産が盛んになっており、農家の経済の一助となって皆喜んでおります。

　絅斎先生が郡宰になられた頃にはもう七島藺は無駄な骨折損だと言った声が出ておりまして農家は半ばあきらめておりました。

　先生はこの状況を憂い、なんとか良い方法はないだろうかと日夜思案に暮れていたそうであります。

「暮らしが悪くなれば人の心は鬼となり、盗みが横行して法度で裁かねばならない、こんな辛いことはないでしょう。」

　これが先生のお考えでございました。

　いくら勤勉な人であっても、それぞれ飢えるようなことがあっては人の心というものは鬼となり人としての心を失ってしまう、それほどに家の経済というものは大切なものであるといった認識を持たれているおかたでありました。

　そして狭間村の元右衛門殿に会われますと、七島藺の話しをされたのであります。

　元右衛門殿はそんな先生の胸中を察しておられたのか、先生を大桜の近くの谷合いに案内されてから、自家で開墾された僅か二畝ほどの畑をお見せしたのであります。

　この二畝の畑に水を引き七島田にしているのだと元右衛門殿は言われました。

　かつて米作の為に開かれた田畑では風害に遭うので、風の当たりの穏やかな地の利を利用して耕作しているのですと説明されたのであります。

　すると先生は拳を叩いて「これだ！」と申され、元右衛門殿の手を固く握りしめられました。

　そのお顔は童顔の笑みのように純真で、何か希望に満ち溢れた、そのお心が伝わってくるかのようでございました。

　そして元右衛門殿に言ったのです。

「必要であればため池を造りましょう。この谷の水源に行ってみましょう。」

　そのように申されてから、谷沿いに上って行かれました。

　やがて目の前に十六尺ほどの高さの岩壁に出くわすと、岩の天辺の窪みから水が滝壺に落ちているではありませんか、小さな、それも小さな滝でございましたが、先生はこれをご覧になられ、

「感無量です。なんとすばらしい！」

　と感激をなされ、その滝の水を手でお汲みなされて喉を潤したのでございます。

　そして私、運平に申されました。

「この小原手永には、このような谷合いの地がいくつもあると思われます。山間地の民の暮らしを良くするのです。まずため池造りと開墾です。上司に諮り、藩からの助成もしていただきましょう。」

　先生は常々、民の暮らしを案じていたようでございます。

　私は先生に随行して村々を巡視して来ましたが、常に感じることはその巡視における先生の姿勢が民の暮らしに目を向けられていたことであります。

　かつて今までの御奉行が先生のように下々の者の暮らしを考えてくれていたであろうか、と思わずにはいられませんでした。かつてのお役人の方々を先生と並べて評価するわけではありませんが、私は先生が巡視される、お姿を見て、まず感じることは、それぞれの民の暮らしの実態を真剣になって考えておられたことでございます。

　或るとき、吉弘村の庄屋もとを訪ねた折、役宅の近くにある庄屋牢に閉じ込められていた男に気づかれまして、ふと立ち止まられて、その男に声をかけられたのであります。

　牢内は暗く、男の姿ははっきりと見えませんでしたが、やがて目が慣れてくると、なんとまだ十三ぐらいの少年ではありませんか。

　そこで先生は少年に、

「どんな悪いことをして牢に入れられているのか。」

　と言われました。

　先生がお侍の出で立ちのお姿でありましたものですから、それを見た少年は怖れをなしたのか、震えてうずくまり、しばらく返答などはできない状態です。

　そこで先生はかぶり物を脱がれてから、いつものように微笑まれてから、言ったのです。

「悪いことをして牢に入れられているのは仕方がないことであるが、その行いにも一分の訳が有ることであろう。」

　すると少年が先生にお答えした内容は、つぎのようだったそうです。

　少年が申すに、家が貧しく、一家を支えていた父が病で亡くなり、母とその少年二人きり、まわりに近い親戚もない、母が過労で倒れて薬も飲ませることが出来ないので、奉公先の主のお金を盗んでしまったのだとか。

　この話しを聞けば村々の内輪が全て平穏ではない、暮らしが行き詰まればこのような事態が起きてしまう、そのように申され大変危惧されておいででした。

　先生はこのようなことがあってから組内の制度をもう少し改めるよう、庄屋に触れを回させるようにしたのでございます。

　まず組内で富める者がお金を出し、困った時に借りられる制度を充実させるように庄屋に働きかけたのでございます。

　このような慣わしは皆様方もご存知のように有ることは有ったのですが、有名無実でほとんど世話役もなく放置されていたようで、その後は庄屋もとが取りしきりまして、村役人を任命され、貸す、貸さぬの判断を委ねられました。

　隣三軒、両隣、仲良く困った時には助け合わなければいけない、こんな言葉は生きていたのでございますが、そんなことばかりしていたら、富める者が馬鹿をみる、働けない人の面倒ばかりみていたら巻き添えをくってしまい、やがては損をするのはお金を出す者だけに限られてくると、こんな風潮が起こりましてからは、ちょっと世間が冷たくなってきたような時期でもありました。

　先生はこのような世間のあり方をかなり気にしておいででしたので、各村々の庄屋には熱弁を揮われておりました。

　お金の損得も大事なことでありますが、それゆえに明日の暮らしもたっていけないという民を放置するということは、それ以上に深刻なことではないでしょうか、人が生きて行くためには、それぞれが慈悲という心を持つべきではないかと、そのように先生は説かれて制度を活きたものにしていったようでございます。

　七島藺の復活もそうでありました。

　狭間村の元右衛門殿に会って以来、山間部の庄屋に、七島藺の奨励をさせ、それに伴う藩からの助成も行われたりもいたしました。

　とにかく、これは民の暮らしが少しでも良くなるのではないかという希望が湧きますと、先生はそれはもう精力的に動かれたのを覚えております。

　この七島藺の奨励のために丸小野村に向かわれた時のことを少しお話ししておきましょう。

　ここは狭間村の隣村でありますが、この谷の奥は深く、詰めは矢治原といい、蛇谷伝説の地でありまして、山一つ越せば両子手永、両子村の領域であるということは皆様もご存知のことでございます。

　まず当地の庄屋、麻生左次衛門殿に会われて、この矢治原の地に新田を造り、七島藺の生産を働きかけたのでございます。

　ここ矢治原は蛇谷伝説によれば、山と山の谷合が狭く耕地は狭く、しかも人里は古く、したがって一族一統の人口が増えて、その分、耕地の持ち分が狭くなってきている、こうした状況下にあったものですから、七島田の開発に着目されたのが先生でございます。

　やはり先生は、しんからの学者でございます。

　蛇谷伝説についても私はじめ、この郷の者、誰よりも詳しく、大蛇の棲むところには滝が在り、この滝の上流からは豊富な水が湧き出ているはずだと申されるのです。

　そしてこの高い所から湧き出る水を利用して、水路を造れば七島田も叶わぬ夢ではないと申されたのでございます。

　左治衛門殿と私は、蛇谷をその目で見たいとはやる先生に伴い丸小野役宅から一里ほど離れた矢治原の地へ向かったのであります。

　この日は俄かに空が曇り、いつ雨が降ってくるのであろうかと思われる初夏の天候でありまして、蒸し暑く、汗を何度も拭いながら歩き続けました。

　しかしそんな状況にもかかわらず、先生は疲れ一つ見せずに黙々と一歩一歩を歩まれます。

　真剣に何かをおやりになさろうとするその胸中には、それはもう強靱な精神力が秘められているかのようでございました。

　やがて矢治原の屋号、剣の木という家に到着いたしますと、左次衛門殿の紹介で、その家の主に面会して、当地の状況の説明を求められたのでございます。

　すると、先生がおっしゃられていたように、やはり、民の暮らしは昔に比べて段々厳しくなって来ている。

　それで今は山に活路を求めて、炭の生産を始めたようでありましたが、しかし炭となるクヌギの自然林も限りがあり、いまや新たにクヌギの造林に手間をかけて育成しなければ、それも費えてしまうといった現況を話されたのでありました。

「これに賭けましょう、ここは適地であると思われます。詳しいことは後々庄屋とよく相談なされて、ご決断を。」

　このように申されて、当の剣の木の主、都留氏を伴い、蛇谷へと足を運んだのでございます。

　狭い里道を歩き、案内をされること一時、やがて矢治原の陽沈む、西の峰の中腹に至りそこに蛇谷伝説の滝壺を目の当りにいたしました。

　滝壺は豊富な水を常に蓄え、溢れ出る水は下方の谷へと流れておりました。

「これはきっと天の恵みでありましょう。この下方に続く谷沿いに七島田を開墾すればこの地も潤ってくるのではないでしょうか。」

　先生はそのように申されたのであります。

　その後、左次衛門殿をはじめとする当地の方々が協議をなされ、開墾事業が始められたのでございます。

　そして数年後には立派な新田が出来上がり、七島藺の生産も始められて暮らしもだいぶ良くなったと聞かされております。

　そうした民の努力に報いられたのでありましょうか、杵築藩では長い間、自力で開墾した新田に限り、租税の免除をいたしました。

　その働きかけをしたのが先生でございます。

　自ら努力する民がいて、それに報いることこそ統治する者の役目ではないか、と常々おっしゃられていた先生のお言葉がこの私、運平の耳に今も残っており、それが聞こえてまいります。

　先生はご自分の差配なされる村々をかけ巡られ、そして多くの地域に恵みの雨をもたらしたようでございます。

　その全てについては他の手永のこともあり、私の存知せぬことも多々ありますので他の手永の説明につきましては控えさせていただきたいと思います。

　さて先生の人となりについては皆様に十分理解されたことと思われます。

　次にお話ししたいことはここ国東、わが小原手永の南の一角、武蔵の谷の商家の発展にも尽力されたことであります。

　こうして皆様方に先生の為された功績と申しますか、そんなことを話せば、今は亡き先生から、

「運平君、そのようなことまで話さなくてもいいよ、商業の発展は商人が自ら考え行った成果だから。」

　と、きっと言われるに違いはありません。

　そして私、運平はきっと先生から叱られることでしょう。

　しかし今日、国東でも武蔵郷の商業の発展は目を見張るものがございます。

　かつては寛永の頃、武蔵古市村の港が開かれまして、これより船が往来するようになりましてから、紀氏の先祖を持つ、溝部休遁という人が古市村に市場を造り、武蔵谷の商業の基礎が出来たのでございました。

　しかしまだまだ一部の商家のみでありましたもので、それをどうやったら多くの商家が立ち並ぶ町並みにすることができるか、このようなことを模索されていた先生の苦悩が偲ばれます。

　先生が郡宰に就かれてから間もなくのことでありました。

　我が父、後藤宏規は先生に伴われ、古市村の隣村、今市村の庄屋溝部忠助殿を訪ねられました。ここでこの地の商業の生み親である、ご一族の溝部休遁殿の話しに触れられたそうであります。

　忠助殿は道薫（ドウクン）と自称して和歌などに親しんでおり、風流人でもございました。

　そこで先生とは和歌を同じくする者として大変、馬が合ったと聞かされております。

　その道薫殿が申されるには、溝部の一族のご先祖は宇佐神宮領を守っていたのでありますが、この国東郡に大友氏の一族、田原氏が台頭してきますと幾度かの戦に破れ、やがては衰退して溝部の本家であった道薫殿のご先祖は大友義統様に庇護を求め大野の竹田、志賀氏の客将として迎えられたそうであります。

　侍を捨てられなかったように思われます。

　そして侍を捨てて生き延びるために商人となったのが、この地に残ったご一族の休遁殿でありまして、またそのご一族は今市村の教善寺を開基されたり、分家を起こして、若木屋、高島屋などと現存する商家は、この休遁殿の末裔との話しでございます。

　道薫殿のご先祖は客将となって後、文禄慶長の役と呼ばれております朝鮮征伐の際に、大友氏に従い出兵されまして、かの国の王族を竹田に連れ帰るなど、手柄をたてたようでございますが、大友義統様の敵前逃亡などが露見いたしましてからは、宗麟公の代までに支配を広げた大友氏の所領は秀吉公から召し上げられ、大友一族は離散を余儀なくされたことについては皆様もご存知のことであります。　

　出兵されました道薫殿のご先祖につきましては、縁あって志賀氏のご親族でありました首藤三郎左衛門様のご息女を娶られておりましたもので、しばらくここにとどまっておりましたが、やがて徳川様の世になりますと、故郷である今市村に帰られ、そのお子、溝部三郎左衛門秀光殿が初代の庄屋に任命されました。

　秀光殿は道薫殿の祖父でありまして、今市に帰る折、人質となっていた王族の方も一緒に連れ来て、手野村に置いたそうでございます。

　なぜ手野村なのかと言う疑問が皆様がたにおありでありましょうから説明しておきましょう。

　余談とも思われる話しに入っておりますが、この点を理解していただかなければなりません。

　実は同じ客将として手野村の岡部氏が竹田におられ、やはり出兵していたのでございます。

　故ありまして、岡部氏がその人質でもあった朝鮮王族の子孫の処遇を任されたようでございます。

　こうした諸事情がありましてから、やがて時も経ちまして享保の時代となり、絅斎先生が郡宰となられる訳でありますが、手野村では岡部氏はすでに庄屋は辞められ、そして王族のご一族は手野村に増え続けたものでありますから、それといってその方達が与えられた土地も限りがあり、岡部氏の末裔は困っていたようであります。

　そこで同じ立場であった道薫殿に相談を持ちかけられたのであります。

　人と人との約束と申しますか、道薫殿の祖父が連れ来た者、時代が経ったといえ、その約束ごとが息づいていたようであります。

　この話しを聞いた先生は、この後、手野村に赴かれまして、朝鮮王族の末裔とやらに面談したそうでございます。

　そして我が父、宏規に言いました。

「道薫殿は義理固いお人のようだ、先祖の負の遺産を抱え込まれておいでです。隣国の貴種の末裔を放置してはおけなかったのでありましょう。なんとか手助けをしたいものです。」　

　先生がそのようにおっしゃられるものですから父もなんとか手助けをしたいと考えて道薫殿の所に何度も行かれて二人で対策を練ったそうであります。

　その甲斐あったのか、古市村に手頃な家が売りに出されておりまして、ここで商売をすれば将来性が見込まれる、こんな好物件が見つかったのでございました。

　また商業の道であれば溝部一族の協力も得られるのであります。

　二人は先生に申されました。

　先生はそれに応えられまして、このように言われたのです。

「助け、助けられて人というものは命を長らえていくのでしょう。この国の民は異民族と異なり慈悲と情に厚く、そして義理というものを大切にして約束を守るという心が育っています。これは大和の時代から長い歴史によって培われてきた文化でもありましょう。お二人には頭が下がります。」

　こう言われてから先生はまた手野村に赴かれて、王族の末裔達に会われて生計の道を指南されたのであります。

　そして土地を僅かしか所有していない王族の末裔達は先生のご指南によって決断され商人の道へと歩まれることになりました。

　手野村の街道筋に皆さん方が立ち寄られる《うどんなかがわ》や《紺屋》は、その地に残りましたご一族の方々でありこうして今も商売を営んでおいででございます。

　そのうどん屋のご兄弟が古市に出ていかれまして、道薫殿の世話によって、あの家を買われ、そこを足掛かりとして、味噌、醤油、さらに酒の醸造まで手掛けられ、今や商いの神様と言われております、塩屋伊右衛門殿こそ王族の末裔でございます。

　伊右衛門殿には余程の商才があったのでございましょうか、《万力屋》という商家もつくりまた、安岐の浦には《福力屋》、さらに杵築城下にも進出されまして、ここにも三軒の商家をつくり、やがて今は宿老となっておいででございます。

　伊右衛門殿にとって先生は人生の道を開いてくださった恩人であり、感謝に耐えないでありましょう。

　或るとき伊右衛門殿が先生に商いの道について指南を請うということがあったそうでございます。

　すると先生は謙遜なされて、伊右衛門殿にこのように申されたようです。

「私は商いの道については、知識はございませんが、私の門人に三浦安貞という青年がおります。この者は私の元へと、両子山の麓から片道四里の距離をいとわずに訪れ、私が家塾で説く儒教の経典を通じ、人のあるべき行いを学んだ、ひときわ優れた頭脳と人格の持ち主です。やがて学者として大成し、かならずや人と人との社会のあり方、物と物との交換を媒介する貨幣の本質について、きちんとした見解をまとめるに違いないと予測しております。ぜひ商売が人としての道をはずさないため、何を心がけるべきか、機会があれば彼の住む富永村まで出向かれ安貞君に尋ねていただき、そのような彼の学業をご支援いただきたいのです。」

　このように申されたとのことです。

　また次のようなこともおっしゃられたそうでございます。

「伊右衛門殿はまだお若い。安貞君もそうでありますが、その若い力で商いの正しい道を歩まれればきっと将来は繁盛することでありましょう。安貞君は学問の道、そしてあなたは商いの道、しかし道は違えども持つべき心は一つでありましょう。その持つべき心が一つで、それが理に合っていれば必ず大成するでありましょう。」

　その後先生の紹介で伊右衛門殿は三浦安貞君に会われ、商いの道についての指導を受けたそうであります。

　かつて私が伊右衛門殿に会う機会がありまして、それは塩屋が随分大きな商家になってからのことでございます。

　古市村の会合に私が役目で招待を受けた席のことであったと記憶しております。

　伊右衛門殿とは役目柄面識はあったのではございますが、膝を交えて話すのはこの日が初めてでありました。

　ふと絅斎先生の話しが出たのがきっかけでございます。


　その時はすでに先生はお亡くなりになっており、しかも随分経ってからのことでありました。

　伊右衛門殿は絅斎先生を懐かしむというか、商いを始めた頃の苦労を振り返るというか、そんな回顧の中で先生にとても感謝いたしておられました。

　そして何よりも三浦安貞君を紹介してくれたことによって商いの道とやらが見えてきたことについての喜びが今も忘れられないと言っておられました。

　そんな伊右衛門殿の商才を見てとった先生の洞察力は凄いものがあったと感心させられる一方、またそれに応えられた伊右衛門殿の力量も凄いではありませんか。

　沈滞していた古市の街も、それ以来賑やかになりまして、先生が進められていた七島藺の生産も順調に運ばれ、古市港からはその青筵表も大坂へと運ばれ、その仲買を伊右衛門殿が一手に請け負われたようでございます。

　これによって農家の暮らしも大分良くなり、各村の庄屋は農家に働きかけ、さらに生産を奨励したようでございます。

　先生はかつて伊右衛門殿に、商いの正しい道を歩まれることを勧められ、またその指南を門人の安貞君に委ねられました。

　安貞君であれば、貨幣の在り方についての正しい運用といいますか、なぜ貨幣が世の中に出回り、どのような役目をしているのか、その本質を突き止めるに違いないと推測し、伊右門殿が尋ねて行けば貨幣の流通について人の道を踏み外さない運用について、安貞君から指南も受けられるはずと、そのように先生は見越していたのだと思われてなりません。

　これを裏づけるような出来事でございますが、安貞君は五十歳を過ぎた安永年間に『価原』という題の書物をものしました。豊作もしくは凶作に連動して労賃も上がり下がりするとの洞察から説き始め、貨幣はあくまで交換の手段であるとの見解を打ち出し、本当の豊かさとは貨幣の抱きこみではなく、暮らしに必要な穀物や資財を実物として備蓄することだ、と論ずる和文の著作なのです。

　あくまで、近隣の知友に読んでもらうためにまとめたとのことで、あえて出版しようとの気持ちはないようですが。

　それでも伊右衛門殿は力説いたしておりました。

「梅園の先生である安貞様の申されることは商いの真髄を極めておられました。」

　このように目を爛々と輝かされていたのが非常に印象的でありました。

　貨幣を貯めることのみが商いの道だと考えている商家の主が多かった昨今、でありますが、近ごろは塩屋の手法に倣えなどとの声が出てきたようでありまして、伊右衛殿にこのことをお尋ねいたしますと、伊右衛門殿は言われました。

「みなさんから商いの手法を教えてもらいたい、などと言われますが私にとっては何一つ教えることなどありません。ただ一つだけ皆さん方と違っていることは、お金が集まれば雇用を増やして物造りを奨励いたします。また青筵表を沢山買い付けて生産を奨励していただきます。貨幣を倉にしまっておけばその貨幣は死んでしまいます。だから、おおいに活用すれば、多くの者の仕事ができるではありませんか。これは富永村の梅園の先生からの受け売りでございまして、私の知恵などではございません。絅斎先生がいつかおっしゃっていた、商いの正しい道とはこのようなことなのかも知れません。」

　このように申されたのでございました。

　伊右衛門殿は非常に正直なお人柄でもありましたので、絅斎先生や安貞君を信奉され、そして、ご両名の言葉を受け入れられ、自らの人生を謳歌されたのであります。

　また古市に出られて間もない青年の頃には、よく小城山に上られたそうであります。

　小城山の麓に咲く、梅の花に魅かれてその開花の時期には必ずといってよいほど足を向けられ、その地の天台寺、宝命寺の住職などにも教えを請うたようであります。

　それはもともと伊右衛門殿のご先祖であります三勝殿の菩提寺であったものですから父に手を引かれ、その寺は馴染みが深かったのでありましょう。

　そして梅の咲く小城山の麓の風景について、恩師絅斎先生に話されたのでありましょうか、いつしか先生も小城に足を運ばれるようになったそうでございます。

　先生は門人達に声を掛けられ時期が訪れますと野に腰をかけられ梅花を眺められながら門人達とともに歌を詠まれました。

　不肖、私、運平もお呼びいただき、皆様方とともに風薫る小城山の麓で和歌を詠ませていただきました。

　先生の門人ともいえます杵築藩士、小野のはるき殿は、万葉ふうの古い歌をよくお作りになる、もの学びをされたおかたで、歌会にはほぼ毎年参加されるといった熱心な学者でもありました。

　私とも昵懇となりまして、よく文のやりとりもいたすようになった次第でございます。

　このように先生を中心として歌詠みの仲間が増えてきたことは私にとっても生きがいみたいなものが感じられ、何か一口では言い表せないような充実感を覚えました。

　或る年の三月、私達、絅斎先生の門人は先生に声をおかけして、また小城山に行き和歌を詠む機会を得たのです。

　取りまとめ役は小野のはるき殿が任されて、門人に声を掛け、出来るだけ参加できる日を調整されて集まるのでございます。

　この日は十二人が参加されまして、小城山麓に開花する梅の花を見て、或いは東に広がる青い海を眺めながら歌を詠ませていただきました。

　そしてそれぞれが短冊に詠まれた和歌を披露するのでございます。

　先生はそれをじっと耳を澄ましながら聞いておられ、満足の笑みを浮かべられてからおっしゃられました。

「皆、それぞれに個性を持っておられ、素晴らしいことです。益々精進いたしましょう。」

　そして、先生は海に目を転じられると指で方角を示され、溝部道薫に尋ねられたのです。

「あそこに連なって見える小島が、行者と呼ばれるところでしょうか？」

　先生の問いかけに道薫殿は詳しく説明をされました。

「あの小島は大島と呼ばれ、その昔、役行者が、岩から岩を飛ばれ修行なさったところから行者と名づけられたと聞いておりますが。」

　そのように説明をされたもので、先生は深くうなずいておられました。

　古代の浪漫と申しますか、この世ではありえないことでしょうが、今もこうして人の伝承として語り継がれ、それが名称として残されていることに興味をそそられたようでございました。

　そこでまた道薫殿が、いにしえの世に小城山に住んでいた、妖怪伝説について話し始めたので、まあ、余興話と聞き流してほしいとのことでありましたので、また道薫殿の言葉に耳を傾けたのであります。

　道薫殿の知るところによれば、今市村の高台に牧殿という所がありまして、ここに姫が墓と言う五輪塔があり、これが戦国の世、今市城に人質となって自害をした悲劇の姫の墓だと申されます。

　その墓にいつも欠かさず花を手向ける者がいると言うのです。

　この者は今市村の隣村、成吉村に住む、奇春という墓守らしい。

　この奇春こそがかつて小城山に住んでいた妖怪の子孫だと道薫殿が熱弁を揮いますので、かつての伝承がいつの間にか真実味を帯てまいりまして、まあそんなことはないだろうと思っていた門人達もやがてはその話しに食い入るようになりました。

　道薫殿はさすがに話しがうまい。

　聞く者にとって、ありようもないことが、事実あったように聞こえてくるのですから、これには皆、冑を脱がされる思いでございました。

　この奇春という妖怪は実に愛敬がある、とのことなのです。

　人によく馴染んで、その大きな眼で人に擦り寄ってきては、その大きな耳をぴくぴくさせ人の言葉も良く判るらしい。

　道薫殿はこの小城山の椎の原生林の大樹を指されてから、言われたのです。

　皆が一同にその椎の大木に目を向けますと、

「あの大木には沢山の椎の実が生るのです。あれが妖怪の食料だったのです。妖怪は猿のようにあの大木に登りますと、枝から枝へと渡り、これをゆすっては地上に椎の実を落として収穫いたします。」

　と話しだしたのです。或るとき、墓守に来た奇春に、溝部道薫が尋ねたそうでございます。

「聞くところによれば、そちは米を食さずに、椎の実ばかりを食っていると聞くが。」

　と。そのように尋ねると、奇春は次のように答えたとか。

「わしら一族は米作りとは無縁の者、先祖代々小城山に住んで、天からいただける椎の実ばかりを食って生きてまいりました。」

　このような話しを聞いたものですから確かに妖怪伝説には信憑性があると道薫殿は申されるのでありました。

　まだまだ話しは続きましたが、それを聞いておりました先生は、道薫殿の話しがあまりにも滑稽でありましたので途中大笑いをなされるといった場面がございました。

　絅斎先生が大笑いをする、こんな場面は初めてでございました。

　そして門人の皆さん方も一緒に腹を抱えて笑う姿が、この小城山和歌の会の思い出として印象強く残っております。

　さてまた余談へと脱線いたしましたが、ここで暫く、休憩いたしまして、次は区切りも新たに四つめとしてお話ししていきたいと思います。よろしくお願い申し上げます。




第四話

　

　引き続きお話しをさせていただきます。

　先生が郡宰になられて暫くしてからのことでありますが、或るとき、郡奉行から庄屋にお達し状が届きまして、これは勿論のこと、先生が職務上発した文書でございます。

　まず、それを我が父、後藤宏規が受取り各村の庄屋に回覧させ、そして庄屋はその通達を書き留め置き、村の決まりとするのでありますが、この通達状は先生の差配する時だけとは限らず、再々出されていたわけであります。ここに居られる庄屋の方々についてはすでにご承知のことと拝察申し上げます。

　しかしなぜ私がこの時のことをとり挙げて皆様がたに話すかと言えば、先生の出された通達については、先生のまつりごとに対するお人柄が如実にうかがわれる、そうした通達であるから、これを皆様がたに是非とも知っていただきたいからでもあります。

　今ここにこうして皆様がたにその記録の綴込みをご披露致しますので、これはもう過去の物だと一蹴せずに是非ともご覧になっていただきたいと思います。

　この書き付けは父、宏規が当主の時代のお定めであったものですから、当然私は知る由もございません。

　今は父も亡くなり、それから随分と年月も経っておりますが、あの時、あの時代、色々な悪習もはびこっており、先生はそんな政を改革するために、このような通達を出されたのかと、先生と父の時代を想像しているところでございます。

　かつて父の後藤宏規が私、宏生にぽつんと言ったことがあります。

「昔に比べればお役人の振る舞いはだいぶ良くなった。お前は良い時代に生まれたよ。」

　と、こんなことを申したのです。

　若い時分の私にとっては理解しづらい言葉でもありましたので、ただなんとなく心に留め置くといった感じで今日まで、頭の片隅に置いておりましたが、父の政務の文書あたりを整理しておりましたら、このような通達文書が出てきたのであります。

　この通達文書の筆跡は絅斎先生の直筆ではありませんが、藩役所で定められたことをきっと配下のお役人が書かれた物でありましょう。

　庄屋にはお金がある。庄屋の持ち田には四十石までは租税は無く、庄屋が政務を一つ手で受け持つので、村民は年に一日奉仕をして、願いごとなどを庄屋に託すのが習わしになっておることは、先刻皆さん方もご存じのことであります。

　そこでなんとも申しにくいことですが、郷巡りのお役人様がなさる行動のこと、触れないわけにはいきません。庄屋が役得を活かしていて財力のあることを承知している藩士のお役人が、それにつけこみ、物をせびることに、それなりの妥当性があるのか、ここのところの解釈は説明しづらいのであります。とにかく、もらった者勝ちといったような風習が根を張り始めていたとのことを、庄屋の古老からいつぞや聞いたこともございます。

　絅斎先生がだいぶお年をとられてから、私、運平に言われたことも、しっかり記憶に残っております。次のお言葉には先生の強い願望みたいなものが込められていたような気がしてなりません。

「上に立つ者は品性、品格を持たなければなりません。役職を見せつけて人に物をねだるような真似は決してしてはならぬのです。」

　あの時の先生のお言葉が、この通達文書を出された先生の真のお心であったのでございましょう。

　具体的に、こういうことがあった、だからこうした文書を定めたのだ、などとの話しは一切口にはお出しにならなかっただけに、今こうして、ここに先生というおかたはこうした人物であられたのだと皆様がたに知っていただきたいのでございます。

　まず、帯刀の者、つまりお侍は誇り高いので、無礼があってはなりません。

　しかしそれといって過剰な接待をして、物を差し上げたりしてはいけない。

　郷に来た役人には一汁一菜、ましてや酒などは与えてはなりません、などと上に立つ者を自らを戒めておられます。

　こんなお定め書は藩政始まって以来のことでありましょう。

　上下の身分は問わず、人間として生まれて来ることは変わらず、実に人の心という物は弱く、己の都合によって、その振る舞いが人それぞれによって異なってまいります。

　きっと先生はこうした世の流れの中で高貴な行いも醜い行いも、じっとその目で見てきたのだと思われます。

　そして上に立つ者と下に居る多くの民を、いかようにすれば世の中、上手くいくであろうかと模索されていたのでありましょう。

　そして先生は上下ともに律する心を持たなければならないと結論づけられたのだと思います。

　そのお考えの根底にあった言葉が「品性、品格」の二文字だと思われるのでございます。

　先生はよく京の都に上られ、そして姉小路家をはじめとする公家の方々など多くの知名人と交誼なされ、私も色んな機会を得ては、お公家の方々の振る舞いなどもお教えいただきました。

　先生の申される品性、品格はそうした方々から会得されたものでありましょう。

「国の礎はその民族の心の美しさにあり、朝廷はその見本でもあり、大和の民はそれに見習わねばならぬ、美しき民族は栄え醜き民族はやがて滅んでしまう、あるいは異国の属国の民になるやも知れぬ。」

　そのようなことも申されておられました。

　京に上られた折は姉小路嘯翁様はじめ、そのお知り合いの方々とよく談話され、話題といえば決まって和歌の話しが中心でございましたが、やがて話しは朝廷の歴史に及び、『古事記』『日本書紀』に触れ、朝廷を中心とした大和民族の長い歴史を繙かれて、その学問もされたようでございます。

　我々はその朝廷の臣下である大和民族に相違ございません。

　だからその歴史に学べば当然己を律して、品性や品格とは何かと判ってくるはずであります。

　しかし時が経ち、歴史意識が希薄になりますと、人はいつの間にか民族の尊厳であった誇りをも忘れて身勝手な振る舞いをするようになってまいります。

　先生は世の中を見つめられて、大和民族の歴史や文化を振り返り、これを学ばなければならない、学ぶことによって人の心というものは正しくなれるとお考えになっておられたようでございます。

　だから和歌を通して、門人達それぞれに人としての心を学ばせたように思われます。

　それにはまず、先生自身が門人達に教える知識を会得しなければなりません。

　それでいろんな所を巡られては、我々門人にことある度に話されました。

　二條城からほど近い神泉苑というお寺にも足を運ばれまして、そこに咲く桜も鑑賞なされております。

　ここは嵯峨天皇が愛された桜が見事な花を開かせるようでございます。

　そしてその可憐な桜の花を天皇がご覧になったのが花見の始まりでありまして、これがいつの間にか大和民族の習わしになったとのことでございました。

　だから先生は私が京に遊学している時に、神泉苑の桜や、嵐山の川沿いに咲く桜、或いは亀山に登り、そこから見下ろす桜の光景を見るべきだとすすめてくれたことがございました。

　私は先生の言われるままにそこに足を運べば、何とも清々しい気持ちにさせられ、あまりもの美しさに感動さえ覚え、今もじっと目を閉じますと、その時の光景が浮かんでくるようでございます。

　先生は感受性の豊かなおかたでありましたので、よくこんなことを申されておいででした。

「運平君、見る物に愛情を注ぐのです。すると目に飛び込んでくる物がこんなに美しい物であるのか、と開眼させられ、きっと感動されることでしょう。人生この時、こんなに嬉しいことはありません。」

　まさしく先生の言われるとおりでございました。

　和歌を作る者の真髄は、まさしくそこにあるのでございましょう。

　むしろ作るというよりも感じる、感じたことを表現すればそのほうがよい、いやらしさとか、雑念みたいな物が感じられない。

　私は先生のこうした、一言、一言を会得するうちに何か今まで感じ得なかったことが少しずつ感じられるようになってきたような、そんな気持ちにさせられました。

　だから和歌を学ばなければならない。

　それを学ぶことによって人間、欲から放たれていくような、そんな気持ちさえ起きてくるのでございます。

　先生を囲む和歌の会のことにも触れましょう。

　門人もだいぶ大所帯となった絅斎先生の晩年、あれは確か七十歳になられた年の春のことでありました。

　門人達が先生をお誘いして、我が家にお出でになったことがございました。

　すでに隠居なされていたので、結構自由に動き回ることが許されていたので、時間に縛られるということもございません。

　そこで我が家に二三日ご逗留いただき、この小原手永を散策して、歌などを詠もうと計画されたのであります。

　小野のはるき殿が会の世話役をなされておりました。

　はるき殿と私はすでに付き合いも長く、昵懇の間柄でもありましたので、互いに遠慮なくなんでも話せる仲でもありました。けっして、ぎくしゃくすることなどありません。

　とても有意義な日々を過ごせたと、今も小野のはるき殿に感謝申し上げております。

　その、はるき殿が計画されたのは、春の海をめでようとのことであります。

　門人をまとめられて春の海に行こうということになったので、それじゃどこが良いかとの皆様方のご意見が寄せられましたが、彼はすぐに即答され、「黒津崎にしましょう」ということになりました。

　この黒津崎は私の在所の一里ほど東の海であることは皆様もご存知のことでありますが、私ほか、ここに居られます皆様がたにとってはあまりにも近しい海でしょう。もう何度も足を運ばれておられるので、もう慣れ過ぎてあまりぴんとはまいりません。

　しかし海の景勝地でこんな美しいところは杵築藩領の海岸では見ることが出来ないのではないでしょうか。

　かつて先生がお仕事でこの手永に出郷されました折、黒津崎に足を運ばれたことがありました。

　そしてとても感動されたのであります。

「領内の海ではここが一番です。毎日来ても見飽くことはないでしょう。」

　と申されたことがありました。

　多分、小野のはるき殿も先生からこの風光明媚な海の話しを聞いたことがあったと思われます。

　これより以前になりますが、小野のはるき殿から文が寄せられまして、今市村のあの道薫の弟、溝部秀実殿を伴い黒津崎に行くので、私の所にも是非立ち寄りたいとの伝言をいただいたことがございました。

　その折、秀実殿がこの黒津崎に役行者の石像があるのでこれにお参りしたいということでもありましたので、私が案内を申し出たということがありました。

　小野のはるき殿もこの黒津崎が気に入っておられたようで、是非とも絅斎先生の門人達にも知っていただき、ともにこの海の美しさを共感したいという気持ちがおありになっていたと思われます。

　この日、先生と門人達一行は黒津崎に行ことになりました。

　この日は雲一つない晴れ渡った日和で、海は穏やかで波も静かでありまして、握り飯などを持参しての遠足気分でありました。

　松の樹林を抜けるとそこはもう黒津崎の浜、白砂青松とはこの地のことを指しているといっても過言ではありません。

　潮は引き始めて浜に点在する巨石は薄群青色に艶めいておりました。

　先生は一息入れ、深呼吸をされますと、白砂の浜を歩かれておりましたが、やがて気にいった岩を見つけられたのでありましょうか、平ぺったいその岩に上りますとそこに座られ沖の方向を見つめておられました。

　やがて、私達は先生のお座りになっている大石に集まり、皆それぞれに黒津に来て感じたことなどを述べたりして、それを歌に託すのでございました。

　先生はお座りになっている石の表面を撫でられながら皆が述べる言葉に耳を傾けておいででしたが、やがて皆に語りかけたのであります。

「なんと座り心地の良い石でありましょう。長い長い大和の歴史が感じられました。この石は見事に美しく磨かれています。何千年間いやもっと長い間波に洗われて、そして磨かれ美しい姿となっているのです。その長さに比べれば人の一生は朝露の如く短い、しかしそれでも、日々精進して心を磨き美しいと思われる生涯を送りたい、そんなことを思っていたのです。」

　先生はそんなことを申されました。

　浜から上がりますとまた先生を囲み、それぞれの思いが込められた和歌が次々と発表されるのであります。

　先生はそれを聞きながら満足そうにうなずかれます。

　そして持参した弁当をいただくとまた浜に出たり、松の樹林の中を散策するなどして遊び、その一時を満喫いたしました。

　そしてその夜は拙宅の離れ家で一献ということになりまして、またここでも先生を囲み先生のお言葉をいただきながら一夜を過ごさせていただきました。

　その夜、語られた先生のお言葉は今もこの頭にしっかりと残っております。

　先生が亡くなられた後、小野のはるき殿とあの夜先生が語られたことを思い出しながら二人でこういったお考えであったのだなどと談義をいたしたことがございます。

　二人で話したことでございますので、果たして先生の心中に秘められたお考えがそうであったとは言い切れませんが、この点について少し聞いていただきたいと思います。

　先生は私達に何を伝え残して置きたかったかでございます。

　この点がとても重要でもあります。

　人間とはどのようにあるべきなのか、そして平和な世の中が続くためにはどのようなことをしていけばよいのかといった質問が主流でありましたが、しかし先生は我々に直接答えられるのではなく、常に私達門人に議論させて答えを導き出させるような、そんな指南をしておいででしたもので果たして私共が議論した結果が先生が考えられていることと同じであるのかは誰も判りかねるのであります。

　ところが、あの夜はいつもと違いまして、先生の口から色んなことが語られたのであります。

「人という者は生まれた時は何も覚えていない、やがて物心がつくと、そこからの記憶が人の生涯の記録としてそれぞれの心に刻まれていく。生きているのであるから、そこで様々なことを経験して、そこに自分という者がある、人それぞれに生きて来た中身が異なるので、その生き方が果たして正しい生き方であったのか、それとも正しくない生き方であったのか、その判断も人それぞれであり、その判断が正しいか、正しくないかについては天しか判らない。」

　このようなことを語られたのであります。

　するとこれを聞いた門人の一人が、先生に尋ねられたのです。

「物を盗めばご法度により処罰されますが、ご法度に触れる行いをする者が一番いけない生き方ではないのですか。」

　と。

「盗んだり、犯したり、殺したりする者の行いが人間として最悪の生き方であるからして、このような生き方をしなければ、正しい生き方として判断してもよいのではないでしょうか。」

　と、まあこのようなことを尋ねられました。

　それで先生は門人に言われました。

「ご法度が全て正しいとはいえないのかもしれませんね。ご法度も人が作ったものであり、作った者が完全な人であるとは言い切れないでしょう。」

　そして先生は元禄年間に布令されました生類哀れみの令を引用されまして、法度にも行き過ぎがあることを指摘されたのであります。

「人は天から授かった命であり、それと同じように禽獣の類もまた天から命を授かっている。」

　ここまでは同じでありますが、それぞれに牛や馬、また犬の如きものにも、それぞれに役目を担って生まれてきているので、それにふさわしい生き方をしなければいけない。

　ところがこの法度は人間以上の扱いをしたので、

「禽獣の役目がおろそかになった。これは天の望むところではなかったのでしょうね。」

　との主旨で説明されたように記憶しております。

　だから、

「法度が全て正しい生き方と判断するのは早計である。」

　と申されたのでしょう。

　人が人らしく生きていく。「らしく」とは、

「天から授かるそれぞれの人の命について、天の意思を学問によって知ることです。」

　と、これがもっとも肝要なことなのだと申されたのです。

　このことをよく考えてみれば確かに先生の申されることはもっともなことでありました。

　天下が上手く治まるために多くの儒者が幕府を始め各藩にも居られ、こうした知識を持たれた人が先人達の学問を引継いで人に教えをしているではありませんか。

　先生もその中の一人であります。

　日本国の長い歴史によって培われた先人達の学問、先生はそれを学ばれて、この杵築領、或いは天下の儒者と語られて、先生の個性と申しますか、先生の考えられた人としての究極の生き方を皆に指南されてきたように思われます。

　それが先生に託された先生の使命であったに違いはないでしょう。

　この頃にはすでに『家庭指南』という題の、先生の著書も完成されておりましたが、まだ日の目を見るまでにはなっておりませんでした。

　私の家では、絅斎先生からのお手紙を大切にいたしておりますほか、先生のご著作も間違いなく書き写し、冊子に仕立て保管しております。

　特にこの『家庭指南』は、今もこうして愛読しており、我が家の規範としているところでございます。

　とりわけ、先生がご自身の娘さんを高橋家に嫁がせるにあたって、もとの漢文体を和文に換えての一冊を書き写したものがございます。

　こちらは出版されておりませんので、皆様にもぜひ読んでいただきたく、このような口上を第五話まで語り終えました後、ご披露申し上げます。

　なにしろ、もともとの漢文で書かれた『家庭指南』は、約十年ほど前の天明五年に、三浦安貞君の尽力によって出版されました。和文のそれが出回っていないことにくらべると、版本『家庭指南』をお手にとられた方、多いはずです。

　それも杵築綾部家の邸宅の称号でもある、花王園蔵版と銘打っての私家版です。ただ絅斎先生のお人柄と学問をたたえ、序や跋をそえてくださった学者が、ものすごいのです。

　江戸からは室鳩巣、京都からは伊藤東涯。このお二人の大学者は、若きころ絅斎先生が学ばれた師匠筋。ともに享保年間に書いてくださった漢文ですが、六十年経って、刊行に到った『家庭指南』の首尾を飾っていただく栄誉を得ました。

　そして大坂から、中井竹山による跋文も加わりました。幕府公認で、町人にも分け隔てなく儒学を伝える、懐徳堂の校長先生として有名ですね。

　絅斎先生の末っ子で、大坂に出て天文観測に打ち込み医術も修行している麻田剛立君が、強く関与したと聞きました。

　もちろんその兄君、絅斎先生のご長男、杵築藩の郡宰を継いだ富阪先生こと綾部安胤君の力ぞえあってのことでしょう。

　安胤君はわたしと年齢も近く、お話しを始めたあたりで、絅斎先生の家督を継いだ文右衛門様としてお名前を挙げておきましたが、藩の所用で大坂に出るたび、兄弟で懐徳堂を仕切る中井竹山、履軒の両師と深く交友していたとのことです。

　惜しくも『家庭指南』刊行の三年前、天明二年に亡くなってしまいましたが、その綾部安胤君は漢詩だけではなく、絅斎先生および私のもの学びに合わせるかのように、和歌も詠まれただけに、惜しまれてなりません。


　剛立君、およびその兄ぎみ文左衛門様につきましては、あらためて述べたいことが山ほどございます。のちほど補いのお話しができればと考えております。

　さて、絅斎先生は忠孝という言葉を良く口にいたしておりました。

　人の世にあって忠義や孝行はいかに大切であるのか、常に先生自身が身を以て実践されておりました。

　先生の著述されました『家庭指南』を読んでみますと、この点について具体的に説明されております。

　何故人と禽獣は違うのか、人は獣ではない、人として天から命をさずかっている。

　人には父親が居て、母親から生まれ出る。

　そして生まれた子供は両親があることを知り、この両親の愛情を受けて、そしてそれに導かれて、人としての行いをこの世で行っていく。

　しかし獣という物は母親しかわからない。父親がどこで、どのような姿をしているのかも判らないし、また生まれ出た獣は父親を意識することもない。

　ここが人と禽獣の違いであって、人は正しく生きなければならない、と子供に愛情を注ぎ愛があるからこそ立派な人格者になってもらいたいと一心に願い教育をするのであります。

　どこに、我が子が禽獣のような生き方をしてもいい、などと願う親がありましょうか。

　人として生まれれば必ず良い子に育ってもらいたいと願うはずでございます。

　良い子に育った子供は必ずと言っても過言ではないでしょう、心豊かに育つと親の愛情に応えて親に対する孝行をいたすようになります。

　これこそ天が人に与えた使命なのでありましょう。

　絅斎先生のお母上である、しち子様が常々先生におっしゃっていたそうであります。

　藩主は我が家の父と同じ、忠勤に励まれることこそ親孝行の道であると、つまり忠義と孝行は隣り合わせのようなものであって切り離して考えるべきではないと、私はこの頃そのように考えているところであります。

　孝行するということが、いかに大切であるか、そして人間というものの基本的な行いこそ孝行であるということを先生は考えていたようでございます。

　いくら読み書き、そろばんが達者であろうとも、この基本的な孝行の精神がなかったら果たして、優秀な人といえるでありましょうか。

　そろばんをはじき、損得ばかりで世の中を渡る人もおありでしょう。

　損得だけしか見えていないと欲ばかりにとらわれて物の見方考え方を誤ってしまう、近ごろの寄り合いの席などでも損得だけで話しをしてしまう傾向が多くなってきましたことは皆様もお気づきのことと思われます。

　確かに、民の暮らしはまだ十分とは言えないでしょう。

　とはいえ、誤った考え方で判断をいたしますと必ずや争いになってしまいます。

　ここに居られる皆様はそれぞれに学識を持たれた人達ばかりでございます。

　特に庄屋の皆様に置かれましては、里人からの訴訟なども多くなり、政務も多忙でありますことは私も重々承知いたしておりますが、このような時は是非とも絅斎先生のお考えを参考にしていただき、人の倫を踏まえた判断で争いを諭していただきたいと願うばかりでございます。

　なぜ私が皆様がたにこのようなことを申し上げるのかと言いますと、もう随分前に溯りますが、この小原手永の隣の村で、村と村との領分の争いがございまして、それはもう熾烈な争いとなりまして、怪我人も続出して大変なことになりました。

　あの事件は確か、享保元年に起きた一大事件として、皆様方もお聞きになっておられる方もあろうかと思われますが、この事件についての私の見解を是非とも聞いていただきたいのであります。

　この当時の先生はまだお若く、まつりごとに口を出されるご身分ではなかったのでただ藩の裁きのなりゆきを固唾を呑みながら見守っていたように伺っております。

　これより少し時が溯り、寛文年間のことでありますが、来浦手永に大蔵吉兵衛様というおかたが大庄屋をされておりました。

　このおかたは村民から慕われる立派なおかたであったらしいのですが、突如、年貢を納める検地の際に秤の棒を長くして、村民の年貢の納め量をごまかしたとして罪に問われ、その事実を詳細に調べられることもなくただちに処刑されたようでありまして、後で詳しく調べてみれば、年貢をごまかすような事実も出てきませんし、これはいずれかの者が吉兵衛様の人望を妬み、藩にあらぬことを直訴したものであり、お役人が早合点をしてしまったという悲惨な事件でございます。

　やがてその後、吉兵衛様の遺徳を偲ばれて墓を建てられたようであります。

　その後、大庄屋が不在となっておりましたのが一つの原因でありましょうか、村と村の境に遊休の耕作地が出来て、そこを我が土地と称する農民が現れて、勝手な振る舞いをするようになってまいりました。

　この農民はすでに家が絶えた元の地主から買ったなどと主張いたした訳でありますが、その村の庄屋の立会いや、大庄屋の決済なくして所有はできないのでありますが、なんのその、そのようなことはお構いなしに耕作がされたのであります。

　そのような行いを見て見ぬふりをしていた隣村の農民が、

「元の地主は我が村の者、この田畑は我が村の所有地。」

　と言い始めまして、その耕作田に水を送らずに止めてしまったのでございました。

　それも村の組頭にあたる者ばかりで、相手側も組頭でありましたもので、どちらとも引くに引かれず、ついに争いが起きてしまったということでございます。

　この争いに庄屋が巻き込まれまして、挙句の果ては村民挙げて争い、鍬や鎌まで持ち出して怪我人が多く出るなどして、事態は収拾がつかぬ有様となった次第でございます。

　それを聞きつけた藩は役人を出動させ、ようやくにして、なんとか治まりを見せた訳ではありますが、藩はこれに対して非常に厳しいご沙汰を申しつけたのでございます。

　これに関与した三村の庄屋は打ち首、そして争いの元を起こした組頭共は追放、そして村人には当面謹慎を命じたのでございます。

　このご沙汰を聞きつけた寺の或る僧侶が藩に出向かれまして、助命を嘆願し、慈悲を請うたので、死一等は免れましてこの小原手永の木別当に永久追放されたのでありました。

　後々、庄屋の子孫であります、久松殿に当時の経緯などを尋ねてみたことがございます。

　聞くところによれば、三村の村の庄屋が関与していたもので、互いの農民同士の争いの仲介をして平和裡に解決を試みたようでありますが、水を送らなかったために稲は枯渇してしまった。

　そこで耕作者の農民が作料を出せと言い始め、水を止めた村の農民は弁償する謂れはないと意地を張ったので、ついに収拾がつかずに大喧嘩に発展してしまった。

　「金をだせ、金はださぬ」の言い分だけが争いを大きくしたのであります。

　金をもらえば損はない、金を出せば損をする。

　こんな損得勘定だけで大騒ぎとなった訳であります。

　事件の発端である土地の所有についてはいつの間にやら忘れてしまい、損得だけが人の心に残り、感情むき出しとなったようでございました。

　或るとき、この事件について絅斎先生にお尋ねいたしましたら先生はこのようにおっしゃられました。

「痛ましい限りです。彼等は何も判っていなかったのです。感情の赴くままに誰の許しも得ずにそれを欲し、その財物を得ようとしたのではないですか、またこれを羨んだ者が藩にも届けずに、その者の村の物にして土地を得ようとして水を与えず、争いが始まりました。いずれにしても、不在の土地であったので藩に伺いをたてればこのようなことにはならなかったでしょう。お上に対する忠義の心が育っていればこのようなことは起きないのではないでしょうか。」

　とまあ、このような見解を示されたことがございます。

　先生がおっしゃられるようなことがつい最近のことでありますが、私も経験させていただきました。

　もう一年にもなりますか、この村の百姓に喜平という者がありまして、その家の子供が路肩で二両ものお金を拾い、我が宅に持って来たのであります。

　二両とは大金、よくぞ届け出たと褒めて返した訳でありますが、その後喜平を呼び、落とした主が判り、その者が是非ともお礼をしたいのでと言われるので、そのお礼の金子を喜平に渡したことがございます。

　そこで私は喜平に一言尋ねたいことがございました。

　二両もの大金、子供が家に持ち帰り、その際なぜ子供に我が役宅に金子を届けようとさせたのか、まあ簡略に申すと、黙っていればわからなかっただろうに、と尋ねにくいことでありましたが、そのようなことを尋ねたのでございます。

　ところがこの私の問いかけに、喜平は丁寧に答えたのであります。

「このお金はどこから見ても、子供の物でもなく、私の物でもありません。落とした人の持ち物であることに違いはありませんが、その主が判りませんので、庄屋様にお届けした、ただそれだけでございます。」

　そのように答えたのでありますが、私はまたさらに喜平に尋ねたのであります。

　人という者には欲という物があり、二両もの大金、これを見れば誰しも、欲しくなり、そのまま黙って少しずつ使えば暮らしも楽になるではないか、それをせずに正直に届け出たことは人としての模範であるが、どうしたらお前のように正直になれるのか、とまあこのように尋ねましたら喜平は照れ恥ずかしそうに頭を掻きながらこのように答えたのであります。

「私も我が父もずっとこの村で百姓をして暮らしてまいりました。決して楽な暮らしではありませんが、我が家にとって大事な物を落とし、失ってしまうとその日から死活問題となって、一家首をくくらなければならないようなことになってしまうので、日頃から大事な物については気を配り、そのようにならないように心がけております。しかしそれでもついつい落として失ってしまうこともございました。その時の気持ちを思うと、たとえそれが僅かなお金であったにしろ、落とした人は困ってしまうのです。それを考えると、これは元々私のお金ではありません、元の持ち主に戻ることが一番ふさわしい、そのように考えて届け出たのです。」

　喜平は淡々とそのように述べたのであります。

　自分の物でなければ誰かの物、それが誰の物か判らないままに人の手によって動かされるようになります。

　人の心が喜平のように正直であれば、時間がかかるかもしれませんが平和に解決できるではありませんか、私はそのように思いました。

　村が上手く治まるか、治まらないかは、人それぞれの心にあり、喜平のような正直な心を持っていればきっと争いは起こらないだろう、そうした人づくりをすることこそ我々に課せられている使命ではなかろうかと、このように思っているところであります。

　この喜平の父という人は昔、重藤村の寺子屋で学んだようでございます。

　この寺子屋は絅斎先生の祖父道一先生の影響を受けた寺子屋であったに違いはないでしょう。

　私は今このように思いながら、人を正しく導いていく、そうした学び舎が必要になっていく、それには絅斎先生が説かれた『家庭指南』がふさわしい。これが大いに活用されればこの杵築藩領、良民であふれ、天下の模範となるのではないかと、このように考えておりますが、我が身は見てのとおり、このように老体で病みあがり、皆様方に我が意を汲んでいただければ、私はどんなに有難いことでありましょう。

　話しはまた少し前に戻りますが、あの黒津崎の夕べ、楽しい意義のある一日でございました。

　その明くる日は上小原を通り、鷹の巣街道を歩き、途中、皆と鷹の巣山の頂上へ登りました。

　かつて先生と私は一度、登ったことがございましたが、門人のほとんどがまだ登ったことがなかったものですから、登ってみようということになりました。

　すでに山は葉桜で覆われ、それに代わって藤の花房がいたる所に花を開かせており、私達の目を楽しませてくれました。

　ようやく頂上に着きますと、門人達は揃って山の峰々、そして海を眺めて、そこから見える風景に感動いたしている様子でありました。

　絅斎先生は黒津崎を指され、門人達に位置を説明されておりましたが、やがて足もとに見える、葉桜の方を向かれまして、門人達に言われました。

「かつて、運平君とここに来た時は桜の花にみとれ、しばらく腰を据えて眺めたことが思い起こされます。京の亀山の桜によく似ております。開花の頃にまた来て見たいものです。あなた方も是非来ることをお勧めいたします。」

　とこのように言われたのであります。

　しかし先生もお年をとられておいででしたもので、先生とまた門人一行がまたいつここへ来られるかわかりません。

　その時のことを今こうして回顧いたしますと、あの時の先生は、皆と一緒にはもう来ることが出来ないのかも知れないと、そのように思われていたように思い起こされます。

　だから狭間村の桜、これはすでに葉桜になっておりましたが、門人達に花が開いた時の様子などを丹念に語られており、しかもここを京の桜の如く有名にして、歌の園にでもなったら、それこそ冥利に尽きると、その思いが我が胸に去来するようでございます。

　先生が亡くなられてからは小野のはるき殿と当時のことをふりかえり、ああ、あの時先生はこの大桜で、いろんな人々を呼び、ともに歌会をしたかった。

　しかし先生自身の年齢がそれを許さなかった。

　だから門人達に計りその夢を実現したかったのであります。

　特に私、運平は先生のそうしたお心が伝わって来ておりましたので、はるき殿と計り、この大桜を著名な場所として歌詠みの方々に伝えてまいりましょうとこのように二人で誓いあったのであります。

　先生は大桜の大樹を見られてから、庄屋元右衛門殿に会われ、やはり、大桜の将来を語られたのであります。

　元右衛門殿の接待を受け、茶などを戴きましてから、先生のお父上の生まれ在所の麻田村に少し立ち寄られました。

　ここには先生の曾祖父、市松殿が再興されました報恩寺がありましたので、しばらくここで門人達とともに遊び、先生は久しくお参りしていない曾祖父、市松殿のお墓に参られたのでありました。

　先生がお参りを終えられて報恩寺に戻られる頃でありましたか、先生の本家である庄屋の半右衛門様と奥方、そして奥方の妹であります、辰様と夫の滝口安右衛門様が先生に会われるためにお越しになっておられました。

　これはきっと報恩寺の住職が使いの者を出されて絅斎先生が来られていることをお知らせに走らせたのでありましょう。

　先生はびっくりされておられました。

　この日の道中の立ち寄りについては気の向くままの遠足のようなものでありましたので勿論誰にも知らされてはいなかったからであります。

　久しく、ご親族の方々とお会いになっていなかっただけに、感慨深いものがあったようでございます。

　この頃にはすでに従兄弟の伊左衛門殿はお亡くなりになっておられまして、重藤村の高橋家から養子に迎えられた半右衛門様が庄屋を継いでいたので、そのご内儀の妹である辰様は同じ麻田村の藩蔵元の役人、安右衛門様に嫁がれていたのでございます。

　先代、伊左衛門殿については先にお話しましたが、絅斎先生のお父上が先生とともに養育され、麻田の本家を継がせたのでございまして、いわば兄弟のような間柄であったと言っても過言ではないでありましょう。

　先生は麻田の本家が家を新築され、また場所も移転されて、悠々庄屋としての大任を果たされていることをとても喜んでおいででした。

　それに辰様が蔵元役人、安右衛門という若者に嫁がれて、両家ともに協力して仲良くやっていることを見て、なんと嬉しかったことでありましょう。

　間近に親族の方々と語られる、そのお姿は他の人の入れるところではなく、心から溢れる喜びのお顔をされておいででした。

　やがて一時が過ぎまして、別れを告げ、一行は麻田を発ち、小城村に向かったのであります。

　ここで途中、今市村の溝部道薫殿が参加されまして、彼に付き添う、あの妖怪の子孫であると自称する奇春までがついてきたので、一行はびっくり仰天するという一幕もありましたが、先生が参加することを許されましたので、奇春は一行の後尾に邪魔にならぬようにと、溝部道薫が申しつけたようであります。

　小城山に到着いたしますと、そこでまた歌を詠み、その夜に発表しようということになりまして、そこで遊ぶこと一時、歌を心に留め、或いは短冊に記す者もございました。

　そうこうしている時のことでございます。

　突然に奇妙な叫び声がこの小城山にこだましたので皆、その声に耳を傾けずにはおられません。

　勿論その奇妙な叫びに先生も驚かれた様子でありまして、その声の起こる方角を見つめておられました。

　その時、私は先生の傍らに居りましたが、道薫殿が先生の側に寄って来られて申されたのであります。

「あれは奇春の叫びでございます。小城山の山霊に呼びかけて、山の護り神といわれておりますカラスを呼ぼうとしているのです。」

　と。

　叫びの方角を見てみますと、なんと小城山の岩壁があらわになっておりまして、その岩肌を這うようにして奇春が上っていくではありませんか、しかも着ていた着物を脱いで、褌一つ、しかも裸足のようでありました。

　その姿をみれば現実に妖怪を見ているようでもあります。

　これは時々、悪ふざけをする道薫殿と奇春の演出のようでもあります。

　しかし興味津々、本当に山の護り神といわれるカラスを呼ぶことができるのか、そこが悪ふざけと伝説の分かれ目でありました。

　私は絅斎先生に耳打ちをいたしまして、

「まあこれは、道薫殿の余興でございましょう。あの声、あの叫びで山のカラスなどを呼べるわけがございません。」

　先生は私の言うことにうなずいておりましたが一言、

「こんな光景に出会ったことは、初めてです。役者の芝居よりは現実味があって面白いではありませんか。」

　道薫殿はかつてこの妖怪の伝説について先生にお話しをしたことがございましたので、ここぞとばかりに、先生の目の前で紹介したかったに違いはありません。

　私共、門人は半分はあきれながらも、そのそぶりの滑稽さには思わず口が緩み笑ってしまうのでありました。

　ところが、であります。

　奇春の叫びは夕方の暗くなっていく森の中にこだましてゆき、やがて森に変化が訪れたのでありました。

　今まで静かであった椎の森をめがけて飛んで来るカラスが現れたのであります。

　そして一羽から十羽、カラスの鳴き声が激しくなりますと、どこから飛んできたのか数えきれないほどの無数のカラスが群れをなして、奇春の頭上を旋回し始めたので、これには私共、正直申しまして驚かずにはおられませんでした。

　すると道薫殿が申されました。

「奇春の申すところによれば、最初に現れるカラスは林泉と道雪という名のカラスらしい。これを呼ぶとあちこちのカラスが寄って来て、夜には小城山をねぐらとする。」

　というのであります。

　しかしこれは本当に奇春の叫びが、呼んだのであったのか、或いは単にカラスの習性で集まって来たのか、真実のところは誰にも判りませんでした。

　とにかく日頃、見ようとしても見ることのできない、貴重な体験をさせられたという一日でございました。

　その夜は道薫殿の計らいで古市村の旅籠に一泊し、最後の夜を楽しませていただき、また先生より色々とお話しを戴いた次第でございます。


　門人十二名に溝部道薫が加わり、こうした集う機会も滅多にあるものではありませんので、門人達はこれぞ良い機会と先生が著述されました『家庭指南』についてのご意見を述べていただこうということになった次第でございます。

　和歌につきましては、先生を始め、門人達が詠まれた歌集帳などがありまして、これは当家に保存していたので、今夜、この時こそは先生のお考えになられ、実践されてこられました『家庭指南』という書物についての大切なところを是非ともお教え戴きたかったのでございます。

　絅斎先生というおかたは自ら著述されました書き物を決して人にお見せして、我が名を内外に広めようとするような野心家ではなかったものですから、正直申しまして『家庭指南』の真髄とやらがまだ私達には飲み込めてはいなかったのであります。

　先生のお考えは奥が深い、そして学者としては本物の人物に違いはない、そのように確信はしていたのでありますが、凡人の我々はまだそれが見えていない、だからどうしても先生の口から人の世の在り方についての究極的な物の見方考え方というものについて、教えを戴きたいというのが門人達の本音でありました。

　こうした門人達の気持ちが通じたのでありましょう。

　しばらく目を閉じておられましたが、やがて口を開かれ、静かに皆に語られました。

　最初に語られたのが人に対する奉仕の心がけでありました。

　言葉では簡単に口に出せますが、これを人生の中で実践するのは、そんなに簡単なものではありません。

　大和の国の古い時代から、これほど尊いものはないだろうといわれてきたようでありますが、これを行えば行うほどに苦しさがつきまとう。

　苦しさ故に、人というものはいつの間にか楽な道へと歩んでいってしまう。

　心の中では道がそれたと自戒はいたしますが、やはり人生上手くやって損をせずに生きた方が楽で、そのほうが得策であると考えるのであります。

　しかし人のそのような生き方を、天は果たして褒めたたえるでありましょうか。だから人の世には争いが絶えないのではないでしょうか。

　先生は常に難問を天に問われていたようであります。

「天の声が届かぬ人ほどみじめなことはないでしょう。だから少しずつでも聞こえるように導かなければなりませぬ。」

　こんな言葉を我が耳にも聞いたことがございました。

　残念ながら世の中、大半の者に天の声が届いていないような気がいたします。

　先生もそのように感じられたのでありましょう。

　だからせめて自分だけでも天の望まれるような行いをしていこうと考え実践してきたのだと思われます。

　それには大変な苦労を伴われてきたように感じられました。

　この夜の先生の話される、お言葉の一つ一つが言葉ではなく、何か体の内から滲み出る魂の訴えみたいな、そんなものが感じられたのであります。

　世の中には多くの学者が居られます。

　しかし先生はその職を馴れ合いとしない、その職をはるかに超え真の理想を追い求めて止むことはない、そうした信の精神を持たれていたからでもありましょう、少しも嫌味というものが感じられなかったのであります。

　それから随分経ってのことでありますが、藩の御用で藩役所に出向いた折、小野のはるき殿と会うことが出来まして、二人でこの夜のことを思い出しながら、『家庭指南』の著作についてはどうしても後世に残していかなければならない大事な著作であることから、是非とも先生の長男であります文右衛門殿にも図り、機会を得て出版の働きかけなどをすすめようということになりました。

　それほどに『家庭指南』という著作が大切であると結論づけたのは、やはり、この夜、先生が述べられた人としての在り方に、門人達が皆、心を打たれたからでもあります。

　言葉は少なく、而してその意味が重い、それが先生のお人柄によく合っておられる。

「争いの元凶は常にその心に宿る」

　先生は申されたのです。

「太平の世が開かれて百年余りが経ちましたが、まだまだ続かなければなりません。それには人それぞれが磨きをかけなければならないでしょう。決してそれは難しいことではありません。目の前にある者同士が向き合い、理解し合うことで随分世の中が良くなるのではないでしょうか。それには己が強くなり、さらに優しい心を育み、楽しくさせることなのです。」

　この国の人々全てが家庭を持っていて、それも小さな一つ一つの家が在り、それが一つにまとまったものが国でありましょう。

　この杵築藩領を一つの国と考えれば、そこに住む領民の家族は一つの家に住んでおり、この一つ一つの家に正しい心が宿れば、決してこの領内には争いは起こることはないのであります。

　恒久の平和が続くためには、まず家庭の中が平和でなければならない。この小さな一握りの親子、兄弟のあり方を先生は説かれているのであります。

　杵築藩領、全ての領民の家庭が、先生の説かれる『家庭指南』を理解され、これを実践すればこれは天下の模範となることでありましょう。

　私にはそのように感じられ、なんと素晴らしいことであるのか、親孝行の精神は世の中に平和をもたらす、これしかないと私は心熱くなるものを感じる思いでございました。

　きっと先生は後世の人々には伝えていきたかったのでありましょう。

　皆様にお願いでありますが、先生の残されております『家庭指南』をどうぞ広め、お役立ていただきますよう、よろしくお願いいたしまして、次に最後のお話しに移らせていただきます。




第 五 話

　

　もう、あれこれお話しするうちに随分時が経ってしまいましたがあと暫く聞いていただきたいと思います。

　さてこれが最後のお話しになりますが、私、運平はこのお話しを先生の「見果てぬ夢」とでも題して、お話しして参りたいと思います。

　皆様にはすでにお話しいたしましたが、先生は延宝という時代から寛延という時代を駆け抜けられた人でありましたが、この間、生きられて、どういった考え方に達せられ、そして一体何を、この世に残したかったかであります。

　勿論、『家庭指南』の概略について述べさせてはいただいたものの、ただこれが残っただけでは何の意義もございません。

　先生は実践主義者でしたもので、世の中に役立たなければ、なんの意味もなさない、こんなことを考えるかたでありましたので、きっとそのお心の中には後の世の子孫達が、先生の説かれた書物を読まれて、その内容を世に広めていただきたい。

　このように願っていたものであると思えてならないのでありますが、先生は非常に謙虚なかたでありましたもので、口に出されたことは一度もありませんでした。

　しかし先生がお亡くなりになった後でございますが、先生の跡を継がれた綾部安胤君こと、文右衛門様に会う機会がございまして、それはお役目柄、丁度、我が家にお出でになった時のことでございます。

　先生のお家と私の家は、これは父の代からでもありますが、親族と変わらぬ位のお付き合いでもありましたので、先生がそのご長男の文右衛門様に語られる、そうした内輪話しなども聞きうることが出来たのであります。

　それによりますと、先生が江戸の杵築藩邸に赴任されておりました若い時分の頃、先生のお父上が亡くなられました。

　先生は父上の訃報と父の遺言を聞かれ、その後、毎日のように父、道弘先生の夢を見られたようであります。

　その夢はとてつもなく現実味を帯びた内容でありまして、藩邸に起居する先生の枕許に亡くなられたお父上が立たれ、そして先生を不思議な所に招いたそうであります。

　それは未だ先生が行ったこともなければ見たこともない所でありました。

　地上、辺り一面は白い砂と岩に彩られ、その中に一つだけ緑の葉をいっぱいにつけた一本の大樹があり、その樹下の石に腰を掛けられたお人にお出会いなされたそうでございます。

　なんと！ その人こそ先生が信奉され、そして尊敬するに止まない、あの孔子先生ではなかったのではないだろうかと、そのようなことを常に述懐していたそうであります。

　夢である。

　しかし夢とはいえ、このことが先生の人生の中で何度も思い起こされ、長い先生の人生の中で挫けようとすれば、またこの夢に勇気づけられる。

　夢とはいえ、不思議なことが些細なことであれ、その人の人生を導いて行きます。

　そして先生は己の人生の目標たる物を確信されたのでありましょう。

　先生が若くして、龍渓侯、重休様のご養育に携わるようになりますと、このおかたを名君にお育てし、この杵築藩領を天下の名だたる国にしようと、きっとそのように考えられたのではないでしょうか。

　先生は現実に起きていることがらについて、よく門人達に話され、そしてそれぞれの考え方を聞き、常に正しい方向をその根拠を以て説かれて、門人達の人格を高められておいででございました。

　愚生、私などは先生のご期待に添えるような者ではありませんが、先生が教授されておられた杵築藩士のかたがたなどは、ことあるごとに先生を慕い、そして尊敬の眼差しで見ていたように思われてならないのでございます。

　そして或る時、藩士の中のお一人である、中村様というお若いお侍が先生に、龍渓侯様が、いまだに名君であったと言われる所以について、お聞きしたことがございました。

　すると先生は中村様の問いに対して、答えられたのであります。

「人というものは皆、生まれながらにして、まだ描かれていない白紙のような心を持っているのです。それがそれぞれの人生の中でどのように描かれていくのか、そこが肝要でありましょう。龍渓院様はそれはとても素直なお人柄でありました。或るとき、まだお若いその胸を悩めたのでありましょうか、私にどのような君主になればよいのかと、そのようなことを尋ねられました。私は君主の道を具体的に説くのではなく、この時は、殷の湯王と周の武王のようになられることですと、お答えしたのです。すると龍渓院様はこのご両名について記されている書物を寄せられて学ばれたのであります。これがきっかけとなったようであります。」

　と説明されたのであります。

　重休侯については、元々名君の素質があったかどうかは誰もうかがい知ることはできません。

　しかしただ一つだけ言えることは、先生がおっしゃられるように、その白い無垢のような心に己の人生を描いていく、そのきっかけとなるものが崇高であればあるほど、その人の人格に磨きがかかってくる。

　先生もこれと同じように聖人と呼ばれる孔子先生について学ばれて、その思いとやらを世に役立てたかったに違いはありません。

　大和の歴史においても、戦に次ぐまた戦、太平の時代となって百年、また戦が起こり、そして無益にも尊い人の命が奪われて悲しみが繰りかえされていく、そんな世にならぬように人を啓発して導いて行こうという崇高な気持ちになられ、一途に学問を続けていたように思われます。

　学問とは人の命の尊厳を守り、そして無益な争いを回避させることに尽きると、このようにも考えられて、あの『家庭指南』を著わしたように思われます。

　しかしそれには、まず先生の目指した真の理想がどのようなものであったかを私達が知るべきであろうと考えます。

　先生がお亡くなりになって、もう四十有余年が経ちますが、今はあの頃のような、物の見方や考え方が少し、希薄になって経済ばかりが先行して、もはや古くさい考え方だと一蹴されるような気配さえもが見えてくるようで、心配しているところであります。

　もう私もこうした老体、いかように悩もうとも時代は刻々と容赦なく通り過ぎて行きます。

　後の世の人は、絅斎先生が生涯をかけて説いた学問を継承してくれるのであろうかと、今はただただそのことばかりが気にかかってどうしようもない毎日でございます。

　これから先、百年、二百年、三百年と私達が見ることの出来ない世の中がやがて来ることは間違いはないでありましょう。

　この大和の国だけの問題だけではありません。

　海を越えた隣の国、そして耶蘇教を信奉する西方の国々、これらとの争いが後の世となって来ないとは言い切れないでしょう。

　今は海を隔てて、長崎だけを開港いたしておりますが、やがてはどうなるのであろうかと尽きぬ心配ばかりが、この老体の頭を刺激する日々でございます。

　先生はやがて来る大和の民の行く末を誰よりも案じていたのではないでしょうか。

　重休様を名君として、ご教示なされて、天下の模範とする国づくりを願っておられました。

　そして、その秘めたる、そのお心の裡は、この大和民族がともに一つになれる、それは長い歴史の忌まわしい戦を二度と起こさぬよう、それが太平の世にある学者の務めでもあろうと、そんなお考えを持たれていたような気がいたします。

　そうなる為にはまず何が必要不可欠であったのか、そして先生は気づかれたのです。

　それはまず家族や身近な者にどうしたら平和と幸せをもたらすことが出来得るか、それが忠義と孝行の揺るぎない精神であり、これが実践され、実を結べば必ずや、天下の賢人がこれに倣い、六十余州、広しといえども多くの大和の民の心に根付くのではないか、太平の世にあって、今しなければならない学者としての責務を果たそうとしたのが先生であります。

　元々、忠義や孝行の教えはあったのではございますが、東照大権現様が太平の世を築かれるまでは、なにしろ多くの内乱が続きまして、大和の民の精神は疲弊し、何を信じ、何を行ったらよいのか、右往左往する有様であったことは否めない事実でありましょう。

　大和民族の本来の姿、これは決して粗末なものではございませんでした。

　これを印象づけるのが三浦安貞君が良く門人達に言われていた「恥を知れ」という言葉でございましょう。

　恥ずべき行いは大和民族としてもっともふさわしくないということでありましょう。

　絅斎先生はそのさきがけとして具体的な忠義のありかたや孝行の道について説かれ、民族意識を蘇えらせようとしたのではないかと思われます。

　先生はよくおっしゃられておられました。

「まず家庭における孝行が大事であって、やがてそれが世間に貢献する行いとなるのです。目の前のことを正しく見極めて実践すべきでありましょう。」

　先生は見果てぬ夢をその心に描かれていたのでありましょう。

　それは二度と大和の民が互いに争い、醜く貪欲な民とならないように、そう願い続けた、そして誇り高き、教養のある民族としての位置を損なわぬよう、意識づけていったように感じられるのであります。

　時として、我々門人とて教養なき、あさましき振る舞いさえございました。

　すると先生は凄く、淋しいお顔をなされていたこともございました。

　そして我々門人はそれではいけない、世間のいう損得ばかりに目を奪われては真の姿が見えては来ない。もっと人格を磨き成長しなければと、互いにそのように言い合って切磋琢磨したものでございます。

　今はそれが懐かしく感じられるのです。

　先生が私達に託された理想は尽きませぬでしょうが、大和民族の恒久の平和と、それぞれの持たれている家族の幸せであったに違いはありません。

　この大きな課題を門人達に託され、去って逝かれました。

　こうして今残されました、私ほか門人達は責任重大であります。

　三浦安貞君も門人の一人ではありますが、彼もそのことに、いち早く気づかれたのでありましょう。先生のご意思を汲まれて、安貞君なりの著作、『愉婉録』には具体的に孝行をされた人の記録をまとめられ、後の世に残される手配をしておられます。

　私といたしましては、皆様がたに集まっていただき、こうして先生の人となりに触れ、皆様がたに言い伝え、それをまた伝承して戴くしか、方法がございません。

　後継の宏直には、先生の書簡、そして門人達とともに学んだ和歌などを後の世に伝えてもらうために、大事に取扱いをするように委ねているところであります。

　最後になりますが、先生のご子息であります麻田剛立君についてお話しさせていただきたいと思います。

　先生のお子については四人の男子と一人の女子がございまして、皆様がたもよくご存じの、綾部安胤君こと文右衛門様は、先生亡き後は家督を継がれ、郡宰となられ、人格識見ともにご立派なかた、今は亡き先生も草葉の陰からきっと喜ばれたことでありましょう。先生と同じく和歌も愛され、多数詠まれてございます。

　次に次男、三男のおかたは他家に養子に入られましたが、早くに亡くなられましたので、話しを控えさせていただきたいと思います。

　先生の一人娘は、杵築藩士、高橋氏に嫁がれましたが、若くして亡くなられたのでございます。

　この時の先生のお嘆きは、それはもう一口では言い表せないほどの悲しみでございました。

　私はその訃報を聞き、すぐに先生のお宅を訪ねて、お悔みを申し上げたのではありますが、それは日頃の先生の様子ではなく、先生が病人になられたように、気力も無く沈んでおいででした。

　それから間もなくして、先生から文が届きまして、だいぶ元気を取り戻されていましたので少し安心したのでありますが、その時、先生から伺ったことでありますが、亡くなられたお嬢様には、他家に嫁ぐにあたって先生が書かれた『家庭指南』を持たせたとか。それも、もともとの漢文を手ずから和文に書き直して与えたとのことでした。

　先生は殊の外お嬢様を愛されていたのでありましょう。　『家庭指南』を和文でつづられ、これを実践することで良い家庭を作られるよう与え持たせた親心を思うと、涙を誘われる思いでございました。

　これは悲しいことでありますのでさて置き、先生の末子であります剛立君について、お話しいたしましょう。

　このおかたは先生に一番よく似ていたのでございましょうか、非常に信念のあるおかたのようでございます。

　先生がお亡くなりになった後でありましたが、突然藩を脱藩されまして、行方が知れず脱藩事件として、しばらく藩内を騒がせたようでありますが、やがてそれも沈静化したようでございます。

　兄の安胤君こと文右衛門様が殿様に申し開きを重ね、やがてお許しを得たように聞き及びましたが、剛立君につきましては、どうしても大坂のような都会に出て自由に、思う存分、天文学を中心とする学問をきわめたかったというのが本音であったようでございます。

　本来ならば脱藩の罪は藩に背く行為として、追手を差し向けられ、討ち果たされても致しかたのないところ。しかし杵築侯も寛大であったのでしょう。また絅斎先生の亡き後とは申せ、先生の遺徳とやらが影響し、殿が寛大になられたようにもうかがっております。

　とにかく許されて、大坂で学問をされたのであります。

　彼は祖父の出自であります麻田を名乗り、麻田剛立として新たな人生を歩まれました。

　三浦安貞君よりは、十一歳ほど年下ではありました。大坂に出てからは医術をなりわいとしつつ、杵築藩士でいたときにも高い水準であった天体観測の術をきわめ、今や天文学においては剛立先生の右に出る者はいないと評されるほどになっているそうでございます。

　その名声を聞きつけました幕府は、剛立君を天文方の先生として江戸に招き、暦の改正をしてもらおうとしたらしいのですが、先生はあっさりとお断りしたそうであります。

　その理由につきましては、「それでは杵築の殿に申しわけが立たない、脱藩の罪を許していただき学問をさせていただいた君恩に背くことはできません」というのが、剛立君の真意なのであろうと、承っております。

　幕府の天文方の教授となれば、これは異例の出世でありますが、これをお断りする。この姿勢は絅斎先生その者の姿であります。

　忠孝の精神が継承されていた。そのように感じられたのであります。

　欲得にすぐに飛びつくのが人の性ではありますが、剛立君は、やはり絅斎先生のお子、どこかが違う。人から崇め讃えられるよりも、学問の真髄を求められ、人としての倫を選ばれたのだな、と私には思え、このことを聞き感激に震えました。

　しかし剛立君は無碍に幕府の要人をそう言って追い返すのではなく、先生の高弟であった高橋至時、間重富という二人の人物を推挙したのであります。

　杵築の殿の顔も立て、そして幕府の顔も立てたのであります。

　私はこのことを聞き、とても嬉しくなりました。

　麻田剛立君はきっと世に名を残す、立派な御人になられるに違いはないと、今そのように思っているところでございます。

　今こうしているうちにやがて夜になってまいります。夜になれば月が出てまいりますが、聞くところによりますと、剛立君はこの月がどのような役割をしているかなど、様々な研究をしているそうでございます。

　近年、月にあばたの跡が見えるなどと、月の表面を観測されたとのことも伝わって来ております。

　さらに、私達の知り得ることができなかったオランダ渡りの新知識につきましても、正しく分析して観測にぴったり合致する説ならば取り入れたようでございます。

　これまで、我が国ではだれも疑わずにきましたことですが、私どもが住んでおります地球こそ、宇宙の不動の中心であるとの考えかたを、見直さない限り、精密な望遠鏡によって観測した天体の動きをうまく説明できない、とのことなのです。

　地球は止まっていて、一日にものすごい速さで輝く星をひきつれ一周しているのは天。ゆっくり一年かけて地球の周りを太陽がめぐっているというのが、これまでの考えでした。梅園塾での三浦安貞君も、そう信じ、その生涯をかけて改訂し続けた著書『玄語』や『贅語』で天体を説明していました。

　なんでも安貞君の見出した「条理」という法則では、あらゆる方向から地球の中心へと「直」の力が集まり支持されて、地球は宇宙の中心で動かずに止まっていられるのだとか。地球の外側、宇宙空間では、「気」がぐるぐると円運動をしており、回転する「円」と、静止支持する「直」こそ、安貞君が三十歳を過ぎたころ、独自に打ち出した条理とのことでした。

　私はそのような、宇宙全体がどうなっているかとの話題には、ついていけませんでしたが、剛立君は違いました。

　杵築藩にいて綾部彰庵と名乗っていた時代から、十も年上の三浦安貞君から天文学上の質問が寄せられれば、それなりに回答をしていたようです。

　地球が止まっているとの見方でも、十分に太陽や月、あらゆる星の運行は説明できる、という立場で、しばらくやり取りが続いたと、小耳にはさんだことがございます。

　ただ剛立君が杵築から脱藩し、大坂に行って思う存分に天文学をきわめ、精密な観測を進めるにつれて、天体は楕円軌道で運行していると確信するようになったとのこと、今から数年前、安貞君没後、寛政と元号が代わってから漏れ聞いた覚えがございます。

　やがて、太陽が止まっていて地球のほうが動いているという、西洋オランダで出版された天文学の書物にもとづいて暦も改正すべきと、幕府の天文方に派遣した二人の弟子を指導した、とも聞きました。

　このあたりから、天の運行は正しい「円」軌道であって、楕円など条理の法則では起こりうるはずがない、と思い込んでしまった梅園塾の安貞君および数少ないながらその「条理」を信奉する杵築出身のお弟子さんは、麻田剛立君の学派についていけなかったようなのです。

　剛立君は今では、梅園塾で信奉される「条理」は、自分の学問に不要の空論として、きっぱり峻拒しておいでです。天体の運行にしても、地球が一日に一回転し、一年をかけて太陽のまわりを楕円軌道をとって周回していると考え、日食や月食を予測され、精密な暦である寛政暦を作り上げた、とのことでございます。

　太陽や天が回っているのかと思っておりましたら、実はそうではなく、この大地が回っているというのですから驚きの連続でございます。

　安貞君とて私よりは三歳若く、さらに剛立君とは十四も年が離れております。両君がきわめた学問は、天文宇宙の謎を解明しようとすることで共通しておりました。どちらかといえば、幕府の天文方に認められた剛立君のほうが、正確な暦や地図を作るという実用の面で後世、高く賞賛されるような気がいたしますが。

　こうして国東、杵築で学問に志した者の努力によって、やがて我々の知らなかったことも次第に解けてくることでありましょう。

　すべて絅斎先生のおみちびきにより、人の道をはずさないことを基本として、天文地理までの学が発展し続けるように、私には思えてなりません。

　今日はとても暖かく、そして皆様がたが、この愚生、後藤宏生のおしゃべりを快く聞いて戴いたことに感謝いたします。

　皆様がたにこうして語り終えると、何かふっと肩の荷が下ろされたような、そんな気がしてまいりました。

　これも皆様がたが終止、飽くことなく真剣に聞いていただいたからでございます。

　重ねて感謝申し上げます。

　有り難うございました。




物語りの終わりに

　

　後藤宏生はその後、寛政九年、豊後の国、国東半島のまんなか東より、黒津崎海岸から遠くはない小原の自宅で生涯を閉じた。

　その遺骸は後藤家墓地に埋葬されている。

　

　後継の宏直は宏生に継いで大庄屋となった。ただし義父宏生の没後七年、文化元年に杵築藩は手永ごとの大庄屋制を廃止した。国東半島の東半分が杵築藩の領地であるが、そのもっとも西、沓掛村で起きた農民一揆に端を発した藩政改革であった。

　しかし大庄屋制廃止のあとも、小原の後藤家は藩の接待役、お茶屋としてそれなりの格式と役目をにない存続したのだが、やがて明治となり廃藩置県を迎え、お茶屋も幕を閉じたのである。

　

　小原手永の大庄屋、運平こと後藤宏生は、京都の公家である姉小路嘯翁に和歌を学んだ歌人として名を馳せた。

　また藩の名所として、狭間村の大桜を歌の名所として育て、多くの歌人が大桜を訪れ歌を詠んでいる。

　

　宏生の和歌稿から、三浦梅園への悼歌３首を見出し、昭和十年代に「宇佐史談」誌上に載せ、『三浦梅園書簡集』二七七頁にも転載したのが郷土史研究家、小野精一。そして平成と元号が代わる数年前の昭和六十年ごろ、熱心な三浦梅園研究会の数人が国東町の公共施設に寄託されていた後藤家文書を閲覧し、中尾弥三郎編著『三浦梅園外伝』梅園の師と友人「後藤宏生（ごとうひろなり　一七二〇～一七九七）」に、まとまった量の和文と和歌を引用している。

　

　その師についても、同じく『三浦梅園外伝』に、綾部絅斎（あやべ　けいさい　一六七六～一七五〇）の章がおかれるが、けっして後藤家が伝え現存する、絅斎の書簡や歌文をあまさず紹介した内容ではない。

　もっとも絅斎については、漢文による略伝や墓碑文、および「有終綾部先生花王園集」と題しての漢詩漢文作品ならば、大正元年刊『梅園全集』下巻で、その著『家庭指南』とともに活字に組まれている。しかしそれを読みこなし、きちんと内容を紹介しようとする者は、まだいないようである。

　

　以上、参考文献の紹介を兼ね、絅斎の弟子であって、杵築藩領の農村を六つに区分した手永の一つ、小原手永の大庄家、後藤宏生による一人語り、全五話のあとがきに換える。

　

　現代からさかのぼること約三百年の昔語りであった。
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[１]　後藤宏生墓碑

　

　　[正面]　後藤宏生之墓

　　[左側面]

　名宏生字運平姓藤原其族曰後藤

　世為大保長考諱宏規妣寺西氏君

　夙好和歌受業姉小路嘯翁有所得

　　[裏面(行末の各１字風化)]

　娶佐伯侯臣長溝氏生四男皆不[育]

　長女嫁財津氏養肥後侯臣木岐[氏]

　子宏直為嗣配以第五女服仕二[十]

　七年稱其職其生在享保五年庚[子]

　九月十六日其没在寛政九年丁[巳]

　　[右側面]

　五月十八日壽七十八釋謚曰量[譽]

　宗壽居士

　寛政己未仲春　　宏直建

　

　[１ 附]　後藤宏直墓碑

　　[正面]後藤宏直之墓

　　[左側面]寶眞院大譽壽樂居士

　　[裏面(初行のみ⑫字を刻す)]

　君諱宏直字弥助肥後侯臣木

　岐致直之子来嗣後藤宏生

　之家家世爲大保長君能奉

　職事能守家法自安永丁酉

　 　　[右側面]

　至享和癸亥服仕二十七年

　配以宏生第五女生四男五

　女文化九年壬申十二月十

　八日没壽六十三




[２]　和文『家庭指南』序と本文

　【以下は神田神保町の東京古書会館で岩見輝彦が購入した次の奥書】

　　　寶暦十三癸未年孟夏寫之　荒木■■[道樹]

　【がある写本『家庭指南』を底本にその書式の毎半葉９行で改行し】

　【文章を再現。底本に句読や濁点はないが句点「。」濁点を補った】

　【４か所に『梅園全集』下巻八四三頁までと対校して校注を記した】

　

　家庭指南序

　聖人は人倫の至り也。其天下に王たりし御身

　ミづから人倫の道により全くおさめ行ひ給ふ

　より天下の人倫をして各人の道により本づき

　つとめ治ん事をこゝろとし給ふ。ゆへに国々所々

　に学校をたて四民をおしへミちびき人倫を明か

　にして上下風俗をなし天地位し万物育し

　世を永くたもち給ふ。されば其代の政のそなへ

　教への道を礼といひ樂といふなり。其言を法とし

　

　其行ひを則としてこれを書にしるしとゞめて

　永く後世の人主身を治め人を治め給ふ手本とハ

　なしゝ也。是を聖人の道といひ是を儒者の学

　といふ。聖賢の君おこらず學校の政すたれし

　よりして先王の道くだりて儒家者流にありと

　いへども多ハ遠きにはせて近きをわすれ廣を

　むさぼり文辞にふけり人倫日用の学におゐて

　ハ切にきはめさとる人すくなし。故に其教統紀

　なく聖代の遺教をうしなふに似たり。故に

　

　【※『梅園全集』下巻八三六頁下段「學問は儒者の業仁義は學者の道なり」あり】

　世の人おもへらく。※ 是をしるもとよりよし。しらざる

　もまたまされりとせり。甚きは其学者を

　見る事異国の人に逢ふがごとくにして其心も

　其事もはじめより我と相あづからざるものゝごとし。

　是もとより人主人を教るの政なく世の人学を

　しらざるのならひとハいへども其あやまちを責るに

　半ハ学者の其道を失ふに本づけり。予拙して

　聞ことすくなしといへども竊にこれをうれふ。故に

　曽て家庭指南一篇をあらハして児輩に示し

　

　さとす。其説経典にとり集めまゝまた愚夫愚

　婦の言にこゝろみて纔に童蒙の道しるべと

　なすのミ。我聞。あやまつに毫釐を以てすれば

　たがふに千里を以てすといへり。若近きおしへをあ

　やまちなば彼遠きを究るに至りて必千里

　をたがへざるものハあらじ。児輩其ちかきを以

　ていとひすつる事なかれ。

　

　

　

　家庭指南

　予小子につげて曰。天地の物を生ずる其品数

　をしらずといへども命を天よりうけて各其性と

　す。是を其徳といひ則といひ道といふ。かれが性は

　よくこれが道を行ふ事かなはず。これが性ハ又彼が

　道を行ふ事あたわず。たとへバ牛ハ耕の則を

　性の徳として乘ゆく事馬のごとくなる事あた

　ハず。馬ハ乘ゆくの則を性の徳として耕事牛

　のごとくなる事あたハず。鷄のあしたをつげ

　

　犬の戸を守る皆其則なり。若牛にして耕の

　ミちをしらずバ牛のかたちにしてうしにあらず。

　馬にして乘行のみちをしらずバ馬の形にして

　馬にあらず。人の一身につゐても目の見耳

　の聴手のとり足のゆく又一物〳〵の則

　あり。其則を失へバ耳目手足の名のミ同く

　して其用をなす事＊甚たがふ所あり＊。一草 【全集＊「なし」＊に作る＊】

　一木一物一事皆其則ありて其用を相なし

　て悖り違ふ事なし。汝是をしれりや。小子曰。

　

　まことにしかなり。予曰。形にありて手足耳目物

　にして牛馬鷄犬の如き各其則とする所誠に

　明かにしられたり。それ人は万物の霊として

　其智能の物にこえたる事いふに及ばざる事

　ながら彼禽獣のごときも智能人にまされる所

　もまた多し。是ぞ人の則として其性物より

　貴く物其及ざる所とするの道何をかとるや。

　小子曰。ワれまどふ事甚し。いまだ是をしらず。

　予曰。天の生る所地の養ふ所ひとり人を大なり

　

　とす。故に其則至りて貴し。学問の要人の則を

　しるより急なるハなし。予父母の教育を蒙り

　て幼より書を讀事をしる。長ずるに随て先輩に

　あふごとに急務をとふ。或ハ明徳を明らかにするより

　先なるハなしと。或ハ仁を求るを本とすと。又曰。仁義

　のミと。又いはく。孝弟のミと。是皆聖賢の教にして

　至極の言なり。然れども予愚にしてきく所はし

　多し。是を通ハしてさとる事あたハず。且ミづから

　六經を讀に六經各六經の主義あり。其讀ところ義こと

　

　にして其聞所端多し。かくのごとくなれバ初学の士

　彼をやとらん是をや主とせんとして進ミ修るの

　便りなきに似たり。予是を思ふ事久し。詩曰

　天生蒸民有物有則民之秉彝好是懿徳と。懿

　徳とは人倫の道理是也。故に聖人の教五倫の道

　理を明らかにするの外なし。学問の道是を知るより

　先なるハなし。古より今に至りて幾万年の久しき

　世として人倫あらざるの時なく天下の廣き日に

　万機の政多しといへども人倫にかゝらざるの事なし。

　

　故に貴賤となく老幼となく是をつぐるに諭し

　安く此理をきゝてうたがひなし。其説近くして

　遠く卑くして高し。本より末粗きより精きに

　至りてのこす事なき教これより切なるハあらじ。是

　日用常行の道なればなり。むかし先王の天下を治

　め給ふ躬ミづから人の道をつくせり。故に人倫至極

　の則こゝにたちて禮樂これよりおこり備り国々

　所々に学校を設なして師をたて賢をすゝめて教るに

　人倫を以てせり。天下の人をして各人の道を明らか

　

　にして風俗あつく睦じからしむ。是を王道といふ。

　孟子曰。舜明於庶物察於人倫由仁義行非行仁義と。

　五品といひ五教といひ其教実に堯舜より施し

　来れり。そのこと經典に載て明なる事白日の

　如し。聖人は人なり。人の人を教る何ぞあやしく

　ことなる事のあらんや。夫唯天萬物を生る中に人を

　以て長とす。故に仁義礼智の性をそなへあたへ

　て人の美徳となさしむ。故に父子君臣夫婦兄弟

　朋友の倫におゐて自ら親義別序信の道あり。

　

　中庸に所謂天下の達道也。人の外もろ〳〵の禽

　獣此道理をそなふる物なく此ミちを知物なし。

　故に人の小なるを以て天地の大なるにならべて

　三才と称しもろ〳〵の生る人によりて育する

　道をとげよろづの事人をもつて成就す。かく

　のごときの人に生れて人のミちをしる事なく

　しりて行ふことなくバ人の貴き所いづれの所に

　かあらん。三才の道やぶれもろ〳〵の物其所を

　失ふ。孟子曰。人之有道飽食煖衣逸居無教則

　

　近禽獣聖人有憂之使契爲司徒教以人倫父子

　有親君臣有義夫婦有別長幼有序朋友有

　信と。これ所謂人の道なり。学者実に此道あるを

　以て人とし此道なきが故に禽獣たる事をしらバ

　はじめて此道の学ばずしてかなわざる事を知べし。

　実に是を知てのち明徳を明らかにするの工夫有

　べく仁を求るの力を用べく孝悌の道を講ずべく

　かの六經の義其本づく所を知べし。董仲舒曰。必

　知自貴於物而可與為善と。朱子曰。聖賢之千

　

　言萬語只是欲明倫理而已と。初学の輩たしかに

　問近くおもひこゝろむべき事にあらずや。小子曰。

　聖人の道五倫を以て教へを立る事学者是を知

　るのミにあらず。武人俗吏実学の輩といへども是

　をしらずといふ事なし。況や小子書を讀業をう

　くるの初より是を聞事久し。然るに今先生の言を

　聞て心に動悟所あるに似たり。願くハ五倫の義を

　詳につげさとし給へ。父子有親と何なる事を云や。

　答曰。陰陽の二氣交り感じて萬物化生するの理

　

　りにて形氣有もの父母にもとづかずといふ事

　なし。然れ共父と子と相親ミて我父を父とし我子

　を子とする者ハ只人のミにして禽獣ハ相知事なし。

　是よりして見よや。其父の一字人に貴び重んず

　べき事知べし。禽獣の如きハ牝牡別道なきが故に

　母あれ共父なし。唯其母と子と相親む事をな

　すのミ也。其＊姑うミはぐゝみなれしたしむ所

　の誠におゐてハ人に異なることなし。漸長

　ずるに隨ひて一度離れ遠ざかりぬれハ子ハ母

　　【＊姑 「始」の誤写ヵ『梅園全集』下巻八四〇頁上段２行目は「始」に作る】

　

　の恩を忘れ母ハ子の愛しみを忘る。親子の親み

　是よりしてたえまた思ひ随ふ心なし。是ぞ禽

　獣のいやしき所なり。人の道あるハ不幸にして

　胎内に父を喪ひ生れて地をことにして父子相見る

　事なしといへども千里の外に相思ひ万年後に

　思ひしたがふ。いはんや父として膝下に養ひいつく

　しみ教へミちびき子として晨にかへり見ゆふべに

　さだめ枕をあふぎ衾を煖るの奉養を自つとめ

　て其親こも〴〵いたるにおゐておや。骨肉の

　

　至情自ら相やむ事なし。是其道の物にこえて

　貴き所なれバ人の道をたゝて父子有親といへり。

　若其長ずるに及て父ハ父の道をうしなひ慈愛

　のこゝろ私に隔られ子は子の道を失ひて孝敬

　の心欲にうバゝれて父子相互ひ路人を見るが

　如くなるに至りてハ禽獣におゐて何を以てわか

　たんや。君臣義ありとハ何をかいふや。天の物を

　生る皆其類ひをわかちて群り居る事をなす。

　しかれ共上下の分なく尊卑の序をしらず。唯人の

　

　たぐひのミぞ君臣上下の道ありて仁もつて下に

　臨ミ礼以て上につかへ體を合て相保つ事一身の

　如し。故に人の道を立て君臣有義といふ。義とは

　物差別ありて宜しきを相なすの理なれバなり。若

　君として君の道を失ひ仁を推て衆を養ひ

　禮を以て臣をつかふ事をしらず臣として臣の道

　を失ひ身を致して上につかへ信を守りて事に服す

　る事をしらず上下こも〳〵利をとりて相にくミ相

　恨に至りてハ禽獣と何を以てわかたんや。夫婦有

　

　別とは何をかいふや。凡形氣あるもの男女の道あら

　ざるハなし。然れども唯人のミ別道ある事をしる。

　故に媒の禮なくしてハ其名をだに共にしらず。幣

　をうくるにあらざれバ両家交り親むの義なし。婚

　礼をなすの後ハ吾妻を妻とし吾夫を夫として

　永く守りてたがふ事をはぢとす。故に男女別ありて

　後父子親といへり。夫婦は人倫のはじめ共いへり。

　別道なき時ハ其子父をしらず。然れバ何を以て父

　子親む事をなさん。爰を以て人の道を立て夫婦

　

　有別といふ。禽獣のごときハ女をともにして其類を乱る。

　故に子を育すといへども父の恩ある事なし。是其

　禽獣のいやしき所なり。人にして父母の命を待ずし

　てめとり墻をこえて相従ひ我情欲をほしひまゝに

　して夫婦の禮をみだる時は其禽獣におゐて何を

　以てわかたんや。兄弟有序とは何をかいふ哉。凡禽獣

　の子を育するもゑなを同して相生じ氣を同し

　て相愛すとはいへどもさきに生るゝを長として

　敬ひ後に生るゝを幼としていとふしミ兄と名づけ

　

　弟といひて其次第あるハ唯人のミ是をしれり。故に

　人の道を立て長幼有序といへり。然るに内にして

　争ひ外にして友なハず。或ハ妻子の愛に引れ或は

　家の寶を貪りて兄弟相にくみうらむるに至り

　ては禽獣におゐて何を以てわかたんや。朋友有

　信とは何のいひぞや。乾を父とし坤を母とし

　て人物化生するの理よりおす時は人と人とはもと

　より同胞の親ミ友愛の道ありて其相交るや

　兄弟の義あり。故に我仁をたすけ彼が善をすゝめ

　

　信を守りて約をたがへず。近くして同朝の友に

　相譲り遠くしてハ相くみするの国に敬礼怠る事

　なく昔したしかりしハ今貧賤なりといへども忘るゝ

　事なくかくの如くなる時ハ万事行れて四国うれひ

　なし。故に人の道を立て朋友有信といふ。禽獣の群

　をなすハ食物を見て牙をかミて争ひ害に逢てハ

　相すくふ事なし。きのふハ伴ひけふハそこなふ。馴事を

　しりて敬ふ事をしらず。これ其賤きところなり。

　若人にして郷を同して利を争ひ朝を同して権を

　

　きそひ能あるをねたみ賢なるをいみ旧きを忘れ

　約を違へ大ハ小をおかし強ハ弱をのミ互に寇讐

　をなすがごときハ禽獣におゐて何を以てわかたんや。

　是を以てこれをミれバ人と禽獣のわかちハ正しく親

　義別序信の五つのものにあり。故に孟子無教則近

　禽獣といへり。信ならずや。凡天下の事百行万機

　彼是絲をミだすが如くにして其端多しといへ共

　五倫の外に出て一事一言のいふべきものなき事

　を思ひ察すべし。されバ天下の治るといふハ人倫

　

【＊『梅園全集』下巻八四二頁上下段「生れなからにして此道をつくすは聖人なり」あり】

　の治るなり。天下のミだるゝといふハ人倫の乱るゝ

　なり。一家の福といふは人倫の福なり。一家の禍と

　いふハ人倫の禍也。学ずして此道を踐行ふ人ハ善

　者也。学びて此道をおさめひろむるハ賢者なり。＊

　躬行ふて天下の風俗を化するを王者といふ。

　此道をかりて天下をひきひしたがハしむるを

　覇者といふ。或ハ此道を外にして教を立或ハ過

　或ハ及バざるの説をなすを異端といひ小道と

　いふ也。かの学といふハ此道を学びきハむる也。教へ

　

　といふハ此道を教へ弘むるなり。朱子小学の書

　其次第教法ことに分明也。初学の士教へを受る

　にあやまる事なく已に求る事日用に切なる

　時は聖人の教への大道中正天を終る。またつゐへ

　なき事を知りて疑ふ事なく異端の説其初を

　あやまる事をしり或ハ過或ハ及ざるの説を弁へ

　察し其心に生て其政に害ある事を知て惑ふ

　事なく四書六経より歴史諸子に至てたとへバ

　手に五色の絲をとりて目是をわかち膳に五味

　

　の食を備へて口是をなむるがごとくにして工夫

　用る所をしり徳修る所あり議論本づく所有

　て迩より遠にゆき下学して上達し精粗

　二致なく今古異道なき事をしらん。是聖学の

　體要也。予おもふに王侯大人ハ幼より学び聞

　事すくなく教へ導くの道あさし。たま〳〵年

　たけ給ひて道にこゝろざし治にもとめありて

　学びとハん事を願ひ給ふもこれが為にこたへ

　諭す人いまだ躰要大本の理に明らかならざる

　

　が故に教を立る事基本なく説をなす事

　端多し。聞人其智ひらくる所なく其行ひす


　すむ所なし。况や政事におゐて小しき補ひ

　なきのミにあらず。聖人の道をして異端衆

　技の類ひとならべ称するにいたらしむ。かくの

　ごときハ俗学のいたす所にして聖学の大患

　なり。諸君ふかく察したまへ。




[３]　後藤宏生の風竹亭への誓約書

　

　　　誓約

　一、和歌讀方御傳授被成下之旨

　　同門之外不可洩之事

　　　但御口授之品者執心之淺深也

　　　不可遺恨事

　一、詠草書式其外古來禁制之

　　威儀堅可守之事

　一、師弟之禮節守之且又随他師而

　　欲 請点削者其理可申上之事

　右於相違者可蒙和歌三神之冥罸

　者也仍誓約如件

　 元文四年三月十三日　後藤運平宏生（花押）

　風竹亭

　　　　御門弟中

【『三浦梅園外伝』（初版p297改訂版p320）に故・小川倡吉先生による解読を掲載】




[４]　狭間の大桜について（和歌と和文）

　

　　[４(１)］　冷泉様「狭間之桜御哥」

　　　　豊後國なるはさま山と

　やらむの桜を見にまかり

　　　　　　しとて

　惟次か圖して送りけるを

　けにめすらしく覚えて

　

　 一もとの 色香も四方に

　 陰ひろき さかりを思ふ

　　　　　花のうつし画　　（花押）

　民部卿為泰卿御染筆恐ミなから

　　　　　　しきうつすもの也 大神惟次 □

【参考・『三浦梅園外伝』（初版p310・改訂版p333）に次の解説を添え部分的に紹介されている。】

　……豊後高田の豪商賀來維次もこの櫻を歌にし画家重松玄順に嘱して寫生させて歌道の師権大納言民部卿冷泉為泰に送り一首を請うに。

　 　一もとの色香も四方に陰ひろき

　 　　さかりをおもふ花のうつしゑ。

　　と詠ぜられ、以来「うつしえの桜」と称せられた。

　

　　[４(２)]　綾部安胤　和歌３首

　狭間といへる山里に

　　まかりけるに 名に聞え

　　侍る一木の桜の盛成けれハ

　

　家つとにミてこそゆかめ足引の

　やまのはさまの花の盛を

　四方山も盛成らん花の色を

　このひと本にあつめてそミる

　　この里の下に瀧あり

　　かねて知る人もなしや

　　聞も侍らさりしを宏生の

　　主の道しるへを得て

　たちよりて なかむる人もまれなるハ

　名をやつゝミの瀧のしら糸

　　　　　　　　　 妥 胤

　【『三浦梅園外伝』に掲載なし（新たに後藤家伝蔵の近世文芸資料群の中に見出し解読）】

　

　　[４(３)]　小野の春樹　ことば書きに和歌２首

　武さしの郷の かた山里なる挟間てふむらに

　さくらのあなるか もとハ一木にして枝〱のワかれ

　ひろこりて弐三百歩にも及ひなん みよしのゝ

　よしのゝ花ハ見ねハしらす山〱に今を盛りの

　花ハあれと たくひやハあるあら玉の年久しく

　聞てハあれと見ることのなかりしに溝部秀実の

　今なん花の盛りにいさ立出よとすゝめ侍るに

　かゝまりし腰を杖に助けられて二月廿日ハかり

　三たり四たり打つれてまかりしに聞しハ物の

　數かハめもおよひなく枝にこもらす散もはしめす

　とハけふをこそいはめと木かけに酒くミかハして

　菅のねの長き春日覚す目を空になして

　 鳴神の音のミ聞て年を經し 山の桜をけふそ見にける

　 花くハし桜ハ木〻に にほえ共 此一もとに

　　　　　　　　　　　　　　　　　およふやハある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波留伎

【従来未翻刻（新たに後藤家伝蔵の近世文芸資料群の中に見出し解読）】




[５]　小野の春樹「黒津てふ…」ことば書きに和歌

　

　黒津てふはまの浪ハ聞つゝ

　年経しに宏生ぬしかり行

　けるをり かの濱に立出つれハ

　聞しより見ところ多て

　磯のされかいひろいつゝかなた

　こなたありくに真砂地廣

　きか中所ゝこゝしき岩ね

　あるに八畳敷なといへる岩

　面平らにいと廣しそか上に

　やすらひて

　奥津波音のミ聞しを黒つの

　はまの磯かい けふ拾ひけり

　　　　　　　　　　　はる木

【同前】




[６]　綾部安正の後藤家あて書簡（２通）

　

　　[６(書簡１)]　九月四日づけ 小原与次右衛門 宛

　　 　　【当初の手紙文　（□は判読不能の箇所）】　

　如御示教 何も無

　恙下着 御同意

　安堵此事 御座候

　運平殿 氣力一段

　丈夫に相見 兼而

　存候よりも万端精

　出 拙者なと在京とハ

［□］各別 衆之出合もよく

　何かと浦山敷事耳

　御座候 為御悦 早々

　御使被下 ことに

　見事之焼鮎沢山

　被饋下 即打寄

　致珍賞候 姉様御[□]様

　より御加筆之趣

　忝存候近日被仰越

　次第 運平殿可被

　帰候間 其節萬々

　物語御聞 可被成候 恐惶

　謹言　　　綾部進平

　 九月四日　安正【花押】

　 小原与次右衛門様 貴報

　

　　【以下がこの（書簡１）それぞれの「本文…」行間への尚々書き】

　尚 ゝ　 此度者數

　月之儀 惣方無別事

「如御…」

　多年之念願致

「恙下…」　

　成就 老後之本望

「安堵…」

　不過之候 内々申談候通

「運平…」

　旅費も覚悟ゟハ相増

「丈夫…」

　時節から拙者底

「存候…」

　不相應之遊学ニ候

「出拙…」

　惣而罷下勤分差留

「各別…」

　申候 嘉右殿重畳申

「何か…」

　談候左様御心得可被成候以上

　　　【（書簡１）高さ１５.５センチ×幅６１センチ】

　

　　[６(書簡２)]　五月廿四日づけ 後藤運平 宛

　　　【当初の手紙文】

　預華書愈

　御清勝致珍重候

　与次右ヱ門殿御出乍

　草々得御意候拙老

　無恙罷在候 見臺

　御細工被成被下

　之由弥頼存候

　懈怠之間にハ

　道具も紛失一入

　御むつかしく

　可有御座と存候

　

　将又歌仙貝御取

　揃被下御慰ニ被成

　候哉御六借き事と

　不浅存候 賞玩

　仕事御座候 定而

　皆見尽候ハゝ底ニハ

　御秀吟被入候半と

　一入之樂ニ御座候

　猶期面上候恐々不悉

　　　綾部進平

　五月廿四日 安正【花押】

　

　後藤運平様

　　　　御報

　

　　【以下この（書簡２）への尚々書き】

　尚 ゝ 新麪

　預惠投候 御母儀様へ

　宜様頼存候 御用

　多 与次右ヱ門殿 不得

　閑談 残念存候

　おちえ殿 今ほと先

　御快方之由珍重

　嫁女弥快罷在候

　かれ是 御心得可被下候

　貴様 御痞症も

　今ほと御開夙興

　なと被成 方々御勤も

　御やくそくの通 無

　御懈怠候哉と是耳

　無御心元御書中二も

　御様子 不被仰越候

　必々御勵勤可被成候

　拙者 乍老躰相勵

　諸事相應ニ勤候間

　可御心安候女ともゝ

　皆々様へよく申 進

　度之由申候 以上

　　　【（書簡２）高さ１３.５センチ×幅８５センチ】
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